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(57)【要約】
【課題】既存ＰＤＣＣＨに加えて拡張ＰＤＣＣＨを用い
る場合に適したサーチスペース候補数を設定可能とする
ことで、ブラインド復号回数を調整可能とする。
【解決手段】本発明のブラインド復号方法は、既存ＰＤ
ＣＣＨと、ＰＤＳＣＨと周波数分割多重される拡張ＰＤ
ＣＣＨとの少なくとも１つを用いて無線基地局から送信
される下り制御情報を、ユーザ端末がブラインド復号す
るブラインド復号方法であって、前記無線基地局が、前
記ユーザ端末に対して、前記既存ＰＤＣＣＨ用のサーチ
スペース候補数と前記拡張ＰＤＣＣＨ用のサーチスペー
ス候補数との設定に用いられる候補数設定情報を通知す
る工程と、前記ユーザ端末が、前記候補数設定情報に基
づいて設定された前記既存ＰＤＣＣＨ用のサーチスペー
ス候補数と前記拡張ＰＤＣＣＨ用のサーチスペース候補
数とに基づいて、前記下り制御情報をブラインド復号す
る工程と、を有する。
【選択図】図７Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下り制御チャネルと、下り共有データチャネルと周波数分割多重される拡張下り制御チ
ャネルとの少なくとも１つを用いて無線基地局から送信される下り制御情報を、ユーザ端
末がブラインド復号するブラインド復号方法であって、
　前記無線基地局が、前記ユーザ端末に対して、前記下り制御チャネル用のサーチスペー
ス候補数と前記拡張下り制御チャネル用のサーチスペース候補数との設定に用いられる候
補数設定情報を通知する工程と、
　前記ユーザ端末が、前記候補数設定情報に基づいて設定された前記下り制御チャネル用
のサーチスペース候補数と前記拡張下り制御チャネル用のサーチスペース候補数とに基づ
いて、前記下り制御情報をブラインド復号する工程と、を有することを特徴とするブライ
ンド復号方法。
【請求項２】
　前記下り制御チャネル用のサーチスペース候補数及び前記拡張下り制御チャネル用のサ
ーチスペース候補数は、それぞれ、前記無線基地局のセル内のユーザ端末間で共通の共通
サーチスペースの候補数である共通サーチスペース候補数と、前記ユーザ端末間で個別の
個別サーチスペースの候補数である個別サーチスペース候補数と、を含むことを特徴とす
る請求項１に記載のブラインド復号方法。
【請求項３】
　前記拡張下り制御チャネル用に配置される複数の周波数リソース単位をそれぞれ含んで
構成される第１及び第２周波数リソースセットが設けられ、
　前記拡張下り制御チャネル用の前記共通サーチスペース候補数は、前記第１周波数リソ
ースセット用の共通サーチスペース候補数を含み、
　前記拡張下り制御チャネル用の前記個別サーチスペース候補数は、前記第１周波数リソ
ースセット用の個別サーチスペース候補数と、前記第２周波数リソースセット用の個別サ
ーチスペース候補数と、を含むことを特徴とする請求項２に記載のブラインド復号方法。
【請求項４】
　前記候補数設定情報として、前記下り制御チャネル用の前記共通サーチスペース候補数
と、前記下り制御チャネル用の前記個別サーチスペース候補数と、前記第１周波数リソー
スセット用の前記個別サーチスペース候補数と、が通知され、
　前記第１周波数リソースセット用の前記共通サーチスペース候補数は、前記共通サーチ
スペースの合計候補数から前記下り制御チャネル用の前記共通サーチスペース候補数を減
算して設定され、
　前記第２周波数リソースセット用の前記個別サーチスペース候補数は、前記個別サーチ
スペースの合計候補数から前記下り制御チャネル用の前記個別サーチスペース候補数と前
記第１周波数リソースセット用の前記個別サーチスペース候補数とを減算して設定される
ことを特徴とする請求項３に記載のブラインド復号方法。
【請求項５】
　前記候補数設定情報として、前記共通サーチスペースの合計候補数に対する前記下り制
御チャネル用の前記共通サーチスペース候補数の比である第１の比と、前記個別サーチス
ペースの合計候補数に対する前記下り制御チャネル用の前記個別サーチスペース候補数の
比である第２の比と、前記拡張下り制御チャネル用の前記個別サーチスペース候補数に対
する前記第1周波数リソースセット用の前記個別サーチスペース候補数の比である第３の
比と、が通知され、
　前記下り制御チャネル用及び前記拡張下り制御チャネル用の前記共通サーチスペース候
補数は、それぞれ、前記共通サーチスペースの合計候補数に前記第１の比を乗算した結果
に基づいて設定され、
　前記下り制御チャネル用及び前記拡張下り制御チャネル用の前記個別サーチスペース候
補数は、前記個別サーチスペースの合計候補数に前記第２の比を乗算した結果に基づいて
設定され、
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　前記第１及び第２周波数リソースセット用の前記個別サーチスペース候補数は、前記第
２の比に基づいて算出された前記拡張下り制御チャネル用の前記個別サーチスペース候補
数に更に前記第３の比を乗算した結果に基づいて設定されることを特徴とする請求項３に
記載のブラインド復号方法。
【請求項６】
　前記候補数設定情報として、前記下り制御チャネル用の前記共通サーチスペース候補数
及び前記個別サーチスペース候補数と、前記第１及び第２周波数リソースセット用の前記
共通サーチスペース候補数及び前記個別サーチスペース候補数と、の組み合わせを示すパ
ターン情報と、が通知され、
　前記パターン情報が示す組み合わせで、前記下り制御チャネル用の前記共通サーチスペ
ース候補数及び前記個別サーチスペース候補数と、前記第１及び第２周波数リソースセッ
ト用の前記共通サーチスペース候補数及び前記個別サーチスペース候補数と、が設定され
ることを特徴とする請求項３に記載のブラインド復号方法。
【請求項７】
　前記候補数設定情報として、前記下り制御チャネル用の前記個別サーチスペースと、前
記第１及び第２周波数リソースセット用の前記個別サーチスペースと、でそれぞれ伝送さ
れる前記下り制御情報のフォーマット情報が通知され、
　前記下り制御チャネル用の前記個別サーチスペース候補数と、前記第１及び第２周波数
リソースセット用の前記個別サーチスペース候補数とは、前記フォーマット情報に基づい
て、ブラインド復号すべきフォーマット数の減少に対応して設定されることを特徴とする
請求項３に記載のブラインド復号方法。
【請求項８】
　前記第１周波数リソースセットでは、前記下り制御情報が前記複数の周波数リソース単
位の各々に分散してマッピングされる一方、前記第２周波数リソースセットでは、前記下
り制御情報が前記複数の周波数リソース単位の一部に局所的にマッピングされることを特
徴とする請求項３から請求項７のいずれかに記載のブラインド復号方法。
【請求項９】
　前記共通サーチスペース候補数及び前記個別サーチスペース用候補数は、それぞれ、前
記周波数リソース単位の統合レベル毎に設定されることを特徴とする請求項３から請求項
８のいずれかに記載のブラインド復号方法。
【請求項１０】
　下り共有データチャネルと周波数分割多重される拡張下り制御チャネルを用いて無線基
地局から送信される下り制御情報を、ユーザ端末がブラインド復号するブラインド復号方
法であって、
　前記無線基地局が、前記ユーザ端末に対して、前記拡張下り制御チャネル用に割り当て
られる拡張制御チャネル要素を複数含んでそれぞれ構成される第１及び第２周波数リソー
スセットを設定する工程と、
　前記無線基地局が、前記ユーザ端末に対して、前記第１周波数リソースセット用のサー
チスペース候補数の設定に用いられる候補数設定情報と、前記第２周波数リソースセット
用のサーチスペースに割り当てられる拡張制御チャネル要素のインデックス番号を示すイ
ンデックス番号情報と、を通知する工程と、
　前記ユーザ端末が、前記候補数設定情報に基づいて設定された前記サーチスペース候補
数に基づいて前記第１周波数リソースセット用のサーチスペースを決定して、前記下り制
御情報をブラインド復号する工程と、
　前記ユーザ端末が、前記インデックス番号情報に基づいて前記第２周波数リソースセッ
ト用のサーチスペースを決定して、前記下り制御情報をブラインド復号する工程と、
を有することを特徴とするブラインド復号方法。
【請求項１１】
　下り制御チャネルと、下り共有データチャネルと周波数分割多重される拡張下り制御チ
ャネルとの少なくとも１つを用いて、ユーザ端末に対する下り制御情報を送信する無線基
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地局であって、
　前記下り制御チャネル用のサーチスペース候補数と前記拡張下り制御チャネル用のサー
チスペース候補数との設定に用いられる候補数設定情報を生成する生成部と、
　前記ユーザ端末に対して、前記生成部によって生成された前記候補数設定情報を通知す
る通知部と、を具備することを特徴とする無線基地局。
【請求項１２】
　下り制御チャネルと、下り共有データチャネルと周波数分割多重される拡張下り制御チ
ャネルとの少なくとも１つを用いて無線基地局から送信される下り制御情報を、ブライン
ド復号するユーザ端末であって、
　前記下り制御チャネル用のサーチスペース候補数と前記拡張下り制御チャネル用のサー
チスペース候補数との設定に用いられる候補数設定情報を、前記無線基地局から受信する
受信部と、
　前記候補数設定情報に基づいて設定された前記下り制御チャネル用のサーチスペース候
補数と前記拡張下り制御チャネル用のサーチスペース候補数とに基づいて、前記下り制御
情報をブラインド復号するブラインド復号部と、を具備することを特徴とするユーザ端末
。
【請求項１３】
　下り制御チャネルと、下り共有データチャネルと周波数分割多重される拡張下り制御チ
ャネルとの少なくとも１つを用いて無線基地局から送信される下り制御情報を、ユーザ端
末がブラインド復号する無線通信システムであって、
　前記無線基地局は、前記ユーザ端末に対して、前記下り制御チャネル用のサーチスペー
ス候補数と前記拡張下り制御チャネル用のサーチスペース候補数との設定に用いられる候
補数設定情報を通知し、
　前記ユーザ端末は、前記候補数設定情報に基づいて設定された前記下り制御チャネル用
のサーチスペース候補数と前記拡張下り制御チャネル用のサーチスペース候補数とに基づ
いて、前記下り制御情報をブラインド復号することを特徴とする無線通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、次世代無線通信システムにおけるブラインド復号方法、無線基地局、ユーザ
端末及び無線通信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ（Universal　Mobile　Telecommunications　System）ネットワークにおいて
、更なる高速データレート、低遅延などを目的としてロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ：Long　Term　Evolution）が検討されている（非特許文献１）。ＬＴＥではマルチ
アクセス方式として、下り回線（下りリンク）にＯＦＤＭＡ（Orthogonal　Frequency　D
ivision　Multiple　Access）をベースとした方式を用い、上り回線（上りリンク）にＳ
Ｃ－ＦＤＭＡ（Single　Carrier　Frequency　Division　Multiple　Access）をベースと
した方式を用いている。
【０００３】
　また、ＬＴＥからのさらなる広帯域化及び高速化を目的として、ＬＴＥの後継システム
（例えば、ＬＴＥアドバンスト又はＬＴＥエンハンスメントと呼ぶこともある（以下、「
ＬＴＥ－Ａ」という））も検討されている。ＬＴＥ（Rel.8）やＬＴＥ－Ａ（Rel.9、Rel.
10）においては、複数のアンテナでデータを送受信し、周波数利用効率を向上させる無線
通信技術としてＭＩＭＯ（Multi　Input　Multi　Output）技術が検討されている。ＭＩ
ＭＯ技術においては、送受信機に複数の送信／受信アンテナを用意し、異なる送信アンテ
ナから同時に異なる送信情報系列を送信する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
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【０００４】
【非特許文献１】3GPP　TR　25.913“Requirements　for　Evolved　UTRA　and　Evolved
　UTRAN”
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、ＬＴＥの後継システムとなるＬＴＥ－Ａでは、異なる送信アンテナから同時
に異なるユーザに送信情報系列を送信するマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ：Mult
iple　User　MIMO）伝送が検討されている。このＭＵ－ＭＩＭＯ伝送は、Ｈｅｔｎｅｔ（
Heterogeneous　network）やＣｏＭＰ（Coordinated　Multi-Point）伝送にも適用される
。
【０００６】
　将来のシステムでは、無線基地局に接続されるユーザ数が増加することにより、下り制
御情報を伝送する下り制御チャネルの容量が不足することが想定される。このため、従来
の無線リソースの割当て方法ではＭＵ－ＭＩＭＯ伝送等の将来のシステムの特性を十分に
発揮できないおそれがある。
【０００７】
　このような問題を解決する決法として、下り制御チャネル用の無線リソース領域を拡張
して、より多くの下り制御情報を伝送する方法が考えられる。かかる場合、下り制御情報
のブラインド復号に用いられるサーチスペース候補数をどのように設定するかが問題とな
る。
【０００８】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、下り制御チャネル用の無線リソース領
域を拡張する場合に適したサーチスペース候補数で、ユーザ端末が下り制御情報をブライ
ンド復号できるブラインド復号方法、無線基地局、ユーザ端末及び無線通信システムを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明のブラインド復号方法は、下り制御チャネルと、下り共有データチャネルと周波
数分割多重される拡張下り制御チャネルとの少なくとも１つを用いて無線基地局から送信
される下り制御情報を、ユーザ端末がブラインド復号するブラインド復号方法であって、
前記無線基地局が、前記ユーザ端末に対して、前記下り制御チャネル用のサーチスペース
候補数と前記拡張下り制御チャネル用のサーチスペース候補数との設定に用いられる候補
数設定情報を通知する工程と、前記ユーザ端末が、前記候補数設定情報に基づいて設定さ
れた前記下り制御チャネル用のサーチスペース候補数と前記拡張下り制御チャネル用のサ
ーチスペース候補数とに基づいて、前記下り制御情報をブラインド復号する工程と、を有
することを要旨とする。
【００１０】
　本発明の無線基地局は、下り制御チャネルと、下り共有データチャネルと周波数分割多
重される拡張下り制御チャネルとの少なくとも１つを用いて、ユーザ端末に対する下り制
御情報を送信する無線基地局であって、前記下り制御チャネル用のサーチスペース候補数
と前記拡張下り制御チャネル用のサーチスペース候補数との設定に用いられる候補数設定
情報を生成する生成部と、前記ユーザ端末に対して、前記生成部によって生成された前記
候補数設定情報を通知する通知部と、を具備することを要旨とする。
【００１１】
　本発明のユーザ端末は、下り制御チャネルと、下り共有データチャネルと周波数分割多
重される拡張下り制御チャネルとの少なくとも１つを用いて無線基地局から送信される下
り制御情報を、ブラインド復号するユーザ端末であって、前記下り制御チャネル用のサー
チスペース候補数と前記拡張下り制御チャネル用のサーチスペース候補数との設定に用い
られる候補数設定情報を、前記無線基地局から受信する受信部と、前記候補数設定情報に
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基づいて設定された前記下り制御チャネル用のサーチスペース候補数と前記拡張下り制御
チャネル用のサーチスペース候補数とに基づいて、前記下り制御情報をブラインド復号す
るブラインド復号部と、を要旨とする。
【００１２】
　本発明の無線通信システムは、下り制御チャネルと、下り共有データチャネルと周波数
分割多重される拡張下り制御チャネルとの少なくとも１つを用いて無線基地局から送信さ
れる下り制御情報を、ユーザ端末がブラインド復号する無線通信システムであって、前記
無線基地局は、前記ユーザ端末に対して、前記下り制御チャネル用のサーチスペース候補
数と前記拡張下り制御チャネル用のサーチスペース候補数との設定に用いられる候補数設
定情報を通知し、前記ユーザ端末は、前記候補数設定情報に基づいて設定された前記下り
制御チャネル用のサーチスペース候補数と前記拡張下り制御チャネル用のサーチスペース
候補数とに基づいて、前記下り制御情報をブラインド復号することを要旨とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、下り制御チャネル用の無線リソース領域を拡張する場合に適したサー
チスペース候補数で、ユーザ端末が下り制御情報をブラインド復号できるブラインド復号
方法、無線基地局、ユーザ端末及び無線通信システムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】ＭＵ－ＭＩＭＯが適用されるＨｅｔｎｅｔの概略図である。
【図２】下りリンクのＭＵ－ＭＩＭＯ伝送が行われるサブフレームの一例を示す図である
。
【図３】拡張ＰＤＣＣＨのサブフレーム構成の説明図である。
【図４】拡張ＰＤＣＣＨのマッピング方法の説明図である。
【図５】拡張ＰＤＣＣＨセットの説明図である。
【図６】既存ＰＤＣＣＨと拡張ＰＤＣＣＨとの少なくとも１つを用いてＤＣＩが送信され
る場合のブラインド復号回数を示す図である。
【図７Ａ】第１態様に係るＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の設定例を示す図である。
【図７Ｂ】第１態様に係る候補数設定情報の内容を示す図である。
【図８Ａ】第１態様に係るＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の他の設定例を示す図である。
【図８Ｂ】第１態様に係る候補数設定情報の内容を示す図である。
【図９Ａ】第２態様に係るＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の設定例を示す図である。
【図９Ｂ】第２態様に係る候補数設定情報の内容を示す図である。
【図１０】第２態様に係るＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数に基づくブラインド復号回数を
示す図である。
【図１１】第３態様に係るＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせ例を示す図である
。
【図１２】第３態様に係るＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせ例を示す図である
。
【図１３】第３態様に係るＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせ例を示す図である
。
【図１４】第３態様に係るＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせ例を示す図である
。
【図１５】第３態様に係るＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせ例を示す図である
。
【図１６】第３態様に係るＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせ例を示す図である
。
【図１７】第４態様に係るＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせ例を示す図である
。
【図１８】本実施の形態に係る無線通信システムのシステム構成の説明図である。
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【図１９】本実施の形態に係る無線通信システムで用いられる拡張ＰＤＤＣＣＨの説明図
である。
【図２０】本実施の形態に係る無線基地局の全体構成の説明図である。
【図２１】本実施の形態に係るユーザ端末の全体構成の説明図である。
【図２２】本実施の形態に係る無線基地局のベースバンド処理部及び一部の上位レイヤを
示す機能構成図である。
【図２３】実施の形態に係るユーザ端末のベースバンド処理部及び一部の上位レイヤを示
す機能構成図である。
【図２４】第５態様に係るサーチスペースの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１は、ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送が適用されるＨｅｔｎｅｔの一例を示す図である。図１に
示すシステムは、無線基地局（例えば、ｅＮＢ：eNodeB）のカバレッジエリア内に局所的
なカバレッジエリアを有する小型基地局（例えば、ＲＲＨ：Remote　Radio　Headなど）
が設けられ、階層的に構成されている。このようなシステムにおける下りリンクのＭＵ－
ＭＩＭＯ伝送では、無線基地局の複数のアンテナから複数のユーザ端末ＵＥ（User　Equi
pment）＃１及び＃２に対するデータが同時に送信される。また、複数の小型基地局の複
数のアンテナから複数のユーザ端末ＵＥ＃３、＃４に対するデータも同時に送信される。
【００１６】
　図２は、下りリンクのＭＵ－ＭＩＭＯ伝送が適用される無線フレーム（例えば、１サブ
フレーム）の一例を示す図である。図２に示すように、ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送が適用される
システムでは、各サブフレームにおいて先頭から所定のＯＦＤＭシンボル（最大３ＯＦＤ
Ｍシンボル）まで、下り制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical　Downlink　Control　Cha
nnel）用の無線リソース領域（ＰＤＣＣＨ領域）として確保される。また、サブフレーム
の先頭から所定のシンボルより後の無線リソースに、下り共有データチャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ：Physical　Downlink　Shared　Channel）用の無線リソース領域（ＰＤＳＣＨ領域）
が確保される。
【００１７】
　ＰＤＣＣＨ領域には、ユーザ端末ＵＥ（ここでは、ＵＥ＃１～＃４）に対する下り制御
情報（ＤＣＩ：Downlink　Control　Information、以下、ＤＣＩという）が割当てられる
。ＤＣＩには、ＰＤＳＣＨ領域におけるユーザ端末ＵＥに対するデータの割り当て情報等
が含まれる。例えば、図２において、ユーザ端末ＵＥ＃２は、ＰＤＣＣＨ領域に割り当て
られたユーザ端末ＵＥ＃２に対するＤＣＩに基づいて、ＰＤＳＣＨ領域に割り当てられた
ユーザ端末ＵＥ＃２に対するデータを受信する。
【００１８】
　また、ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送においては、同一時間及び同一周波数で複数のユーザ端末Ｕ
Ｅに対するデータ送信が可能となる。このため、図２のＰＤＳＣＨ領域において、ユーザ
端末ＵＥ＃１に対するデータとユーザ端末ＵＥ＃５に対するデータを同一の周波数領域に
多重することが考えられる。同様に、ユーザ端末ＵＥ＃４に対するデータとユーザ端末Ｕ
Ｅ＃６に対するデータを同一の周波数領域に多重することも考えられる。
【００１９】
　しかしながら、図２に示すように、ＰＤＳＣＨ領域においてユーザ端末ＵＥ＃１～＃６
に対するデータを割り当てようとしても、ＰＤＣＣＨ領域において全てのユーザ端末ＵＥ
＃１～＃６に対するＤＣＩの割り当て領域を確保できない場合がある。例えば、図２のＰ
ＤＣＣＨ領域では、ユーザ端末ＵＥ＃５及び＃６に対するＤＣＩを割り当てることができ
ない。この場合、ＤＣＩを割り当てるＰＤＣＣＨ領域の不足によりＰＤＳＣＨ領域に多重
されるユーザ端末ＵＥの数が制限されるため、ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送による無線リソースの
利用効率の向上効果を十分に得られない恐れがある。
【００２０】
　このようなＰＤＣＣＨ領域の不足を解決する方法として、サブフレームの先頭から最大
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３ＯＦＤＭシンボル以外にＰＤＣＣＨの割当て領域を拡張する（４ＯＦＤＭシンボル以降
の既存のＰＤＳＣＨ領域にＰＤＣＣＨ領域を拡張する）ことが考えられる。ＰＤＣＣＨ領
域の拡張方法としては、図３Ａに示すように、既存のＰＤＳＣＨ領域においてＰＤＳＣＨ
とＰＤＣＣＨとを時分割多重する方法（ＴＤＭアプローチ）、図３Ｂに示すように、既存
のＰＤＳＣＨ領域においてＰＤＳＣＨとＰＤＣＣＨとを周波数分割多重する方法（ＦＤＭ
アプローチ）が考えられる。
【００２１】
　図３Ａに示すＴＤＭアプローチでは、サブフレームの４ＯＦＤＭシンボル以降の一部Ｏ
ＦＤＭシンボルにおいてシステム帯域全体に渡りＰＤＣＣＨが配置される。一方、図３Ｂ
に示すＦＤＭアプローチでは、サブフレームの４ＯＦＤＭシンボル以降の全ＯＦＤＭシン
ボルにおいてシステム帯域の一部にＰＤＣＣＨが配置される。このＦＤＭアプローチによ
りＰＤＳＣＨと周波数分割多重されるＰＤＣＣＨは、ユーザ固有の参照信号である復調用
参照信号（ＤＭ－ＲＳ：DeModulation-Reference　Signal）を用いて復調される。このた
め、かかるＰＤＣＣＨで伝送されるＤＣＩは、ＰＤＳＣＨで伝送される下りデータと同様
に、ビームフォーミングゲインを得ることができ、ＰＤＣＣＨのキャパシティの増大に有
効である。今後は、このＦＤＭアプローチが重要となると考えられる。
【００２２】
　以下、ＦＤＭアプローチにおいてＰＤＳＣＨと周波数分割多重されるＰＤＣＣＨを拡張
ＰＤＣＣＨ（enhanced　ＰＤＣＣＨ）と呼ぶ。この拡張ＰＤＣＣＨは、拡張下り制御チャ
ネル（enhanced　physical　downlink　control　channel）、ｅＰＤＣＣＨ、Ｅ－ＰＤＣ
ＣＨ、ＦＤＭ型ＰＤＣＣＨ、ＵＥ－ＰＤＣＣＨ等と呼ばれてもよい。また、サブフレーム
の先頭から最大３ＯＦＤＭシンボルに配置されるＰＤＣＣＨを、既存ＰＤＣＣＨ（Legacy
　ＰＤＣＣＨ）と呼ぶ。この既存ＰＤＣＣＨは、単に、下り制御チャネル（physical　do
wnlink　control　channel）、ＰＤＣＣＨと呼ばれてもよい。
【００２３】
　以上のようなＦＤＭアプローチの拡張ＰＤＣＣＨにおいて、ＤＣＩのマッピング方法と
して、局所マッピング（Localized　mapping）と分散マッピング（Distributed　Mapping
）とが検討されている。図４は、拡張ＰＤＣＣＨにおけるＤＣＩのマッピング方法を説明
するための図である。図４Ａは、局所マッピングを示し、図４Ｂは、分散マッピングを示
す。
【００２４】
　図４Ａ及び４Ｂに示すように、拡張ＰＤＣＣＨリソースは、システム帯域に分散された
所定数のリソースブロックペア（ＰＲＢ（Physical　Resource　Block）ペア、以下、Ｐ
ＲＢペアという）から構成される。ＰＲＢペアは、時間方向に連続する２つのＰＲＢから
構成され、周波数方向に付与されるＰＲＢインデックスにより識別される。拡張ＰＤＣＣ
Ｈ用リソースを構成する複数のＰＲＢペアは、上位レイヤによって定められる。当該複数
のＰＲＢペアの各々を識別するＰＲＢインデックスは、上位レイヤシグナリングによりユ
ーザ端末ＵＥに通知される。
【００２５】
　図４Ａに示すように、局所マッピングでは、１ＤＣＩが、拡張ＰＤＣＣＨ用リソースを
構成する特定のＰＲＢペアに局所的にマッピングされる。具体的には、１ＤＣＩが、ユー
ザ端末ＵＥからフィードバックされたＣＱＩに基づいて、１ＰＲＢペア（例えば、チャネ
ル品質が最も良いＰＲＢペア）内にマッピングされる。局所マッピングでは、ＣＱＩを用
いることにより、周波数スケジューリングゲインを得ることができる。なお、図４Ｂにお
いて、拡張ＰＤＣＣＨ用リソースを構成する複数のＰＲＢペアのうち、ＤＣＩがマッピン
グされないＰＲＢペアには、ＰＤＳＣＨがマッピングされてもよい。
【００２６】
　図４Ｂに示すように、分散マッピングでは、１ＤＣＩが、拡張ＰＤＣＣＨ用リソースを
構成する複数のＰＲＢペアに分散してマッピングされる。具体的には、１ＤＣＩが複数の
分割ユニットに分割され、各分割ユニットが上記複数のＰＲＢペア（全てのＰＲＢペアで
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もよい）に分散してマッピングされる。分散マッピングでは、１ＤＣＩをシステム帯域に
分散させることにより、周波数ダイバーシチゲインを得ることができる。
【００２７】
　また、ＦＤＭアプローチの拡張ＰＤＣＣＨでは、拡張ＰＤＣＣＨ用に配置された所定数
のＰＲＢペアをそれぞれ含む複数の拡張ＰＤＣＣＨセットを設けることも想定される。図
５は、拡張ＰＤＣＣＨセットを説明するための図である。図５に示すように、拡張ＰＤＣ
ＣＨセット１及び２は、それぞれ、異なる４ＰＲＢペアを含んで構成される。このように
、２つの拡張ＰＤＣＣＨセットを設ける場合、一方の拡張ＰＤＣＣＨセットでは局所マッ
ピング（図４Ａ）が適用され、他方の拡張ＰＤＣＣＨセットでは分散マッピング（図４Ｂ
）が適用されてもよい。
【００２８】
　なお、図５に示す拡張ＰＤＣＣＨセットは、ｅＰＤＣＣＨセット（ePDCCH　set）、Ｐ
ＲＢセット（PRB　set）、単に、セット（set）などと呼ばれてもよい。また、拡張ＰＤ
ＣＣＨセットを構成する周波数リソース単位は、ＰＲＢペアに限られず、リソースブロッ
ク（ＰＲＢ）やリソースブロックグループ（ＲＢＧ）などであってもよい。
【００２９】
　ところで、無線基地局ｅＮＢから既存ＰＤＣＣＨと拡張ＰＤＣＣＨとの少なくとも１つ
を用いてＤＣＩが送信される場合、ユーザ端末ＵＥは、既存ＰＤＣＣＨのサーチスペース
に加えて拡張ＰＤＣＣＨのサーチスペースについてもブラインド復号を行う必要がある。
図６は、既存ＰＤＣＣＨ（PDCCH）と拡張ＰＤＣＣＨ（ePDCCH）との少なくとも１つを用
いてＤＣＩが送信される場合のブラインド復号回数を示す図である。図６では、既存ＰＤ
ＣＣＨ及び拡張ＰＤＣＣＨについてそれぞれ共通サーチスペース（ＣＳＳ：Common　Sear
ch　Space）及び個別サーチスペース（ＵＳＳ：UE-specific　Search　Space、ＵＥ－Ｓ
Ｓ等ともいう）のブラインド復号回数が示される。
【００３０】
　ここで、サーチスペースとは、ＤＣＩをブラインド復号すべき範囲を示すものであり、
共通サーチスペースと個別サーチスペースとを含む。共通サーチスペース（ＣＳＳ）とは
、セル内のユーザ端末ＵＥ間で共通のＤＣＩである共通制御情報をブラインド復号すべき
範囲を示すものである。また、個別サーチスペース（ＵＳＳ）とは、ユーザ端末ＵＥ間で
個別のＤＣＩである個別制御情報をブラインド復号すべき範囲を示すものである。なお、
拡張ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳは、既存ＰＤＣＣＨのＣＳＳと区別するため、ｅＣＳＳ（enha
nced　Common　Search　Space）と呼ばれてもよい。同様に、拡張ＰＤＣＣＨのＵＳＳは
、既存ＰＤＣＣＨのＵＳＳと区別するため、ｅＵＳＳ（enhanced　UE-specific　Search
　Space）と呼ばれてもよい。
【００３１】
　既存ＰＤＣＣＨ及び拡張ＰＤＣＣＨのそれぞれにおいて、共通サーチスペースのブライ
ンド復号数は、リソース割り当て単位の統合レベル（アグリゲーションレベル）毎の共通
サーチスペース候補数と、ＤＣＩフォーマット数とに基づいて定められる。同様に、個別
サーチスペースのブラインド復号数は、統合レベル毎の個別サーチスペース候補数と、Ｄ
ＣＩフォーマット数とに基づいて定められる。
【００３２】
　ここで、既存ＰＤＣＣＨのリソース割り当て単位は、ＣＣＥ（Control　Channel　Elem
ent）と呼ばれる。ＣＣＥは、３６個のＲＥ（Resource　Element）（すなわち、９個のＲ
ＥＧ（Resource　Element　Group））で構成される。一方、拡張ＰＤＣＣＨにおけるリソ
ース割り当て単位は、ｅＣＣＥ（enhanced　Control　Channel　Element）等と呼ばれる
。ｅＣＣＥは、ＰＲＢペアなどのリソース単位を周波数分割、時間分割、符号分割などの
種々の方法により分割して構成される。統合レベル（アグリゲーションレベル）とは、Ｃ
ＣＥの統合数、ｅＣＣＥの統合数を示すものである。
【００３３】
　図６において、既存ＰＤＣＣＨ用の共通サーチスペース（ＣＳＳ）及び拡張ＰＤＣＣＨ
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用の共通サーチスペース（ｅＣＳＳ）のブラインド復号回数は、それぞれ１２回である。
共通サーチスペースでは、統合レベル４及び８がサポートされる。例えば、Ｒｅｌ．１０
において、統合レベル４の共通サーチスペース候補数は４であり、統合レベル８の共通サ
ーチスペース候補数は２である。また、共通サーチスペースで伝送される共通制御情報と
しては、２つのＤＣＩフォーマット１Ａ及び１Ｃが想定される。このため、共通サーチス
ペースのブラインド復号回数は、（４＋２）×２＝１２回となる。
【００３４】
　また、図６において、既存ＰＤＣＣＨ用の個別サーチスペース（ＵＳＳ）及び拡張ＰＤ
ＣＣＨ用の個別サーチスペース（ｅＵＳＳ）のブラインド復号回数は、それぞれ４８回で
ある。個別サーチスペースでは、統合レベル１、２、４及び８がサポートされる。例えば
、Ｒｅｌ．１０において、統合レベル１及び２の個別サーチスペース候補数は６であり、
統合レベル４及び８の個別サーチスペース候補数は２である。また、個別サーチスペース
で伝送される個別制御情報としては、３つのＤＣＩフォーマット０／１Ａ、２及び４が想
定される。このため、個別サーチスペースのブラインド復号回数は、（６＋６＋２＋２）
×３＝４８回となる。
【００３５】
　また、図６では、ＣＳＳを設けるがｅＣＳＳを設けない場合（ケース１）と、ＣＳＳ及
びｅＣＳＳの双方を設ける場合（ケース２）と、ＣＳＳを設けずにｅＣＳＳを設ける場合
（ケース３）とが想定される。また、ケース１－３のそれぞれにおいて、ＵＳＳを設ける
とともにｅＵＳＳで局所マッピング及び分散マッピングの双方を適用する場合（ケースａ
）、ＵＳＳを設けるとともにｅＵＳＳで局所マッピング又は分散マッピングのいずれかを
適用する場合（ケースｂ）、ＵＳＳを設けずにｅＵＳＳで局所マッピング及び分散マッピ
ングの双方を適用する場合（ケースｃ）、ＵＳＳを設けずにｅＵＳＳで局所マッピング及
び分散マッピングのいずれかを適用する場合（ケースｄ）と、が想定される。
【００３６】
　以上のケース１－３とケースａ－ｄとの組み合わせによると、ユーザ端末ＵＥにおける
ブラインド復号回数は、ケース２ａにおいて最大となり、既存ＰＤＣＣＨのＣＳＳで１２
回、ＵＳＳで４８回、拡張ＰＤＣＣＨのｅＣＳＳで１２回、ｅＵＳＳの局所マッピングで
４８回、ｅＣＳＳの分散マッピングで４８回の合計１６８回となる。すなわち、ユーザ端
末ＵＥにおけるブラインド復号回数は、ＣＳＳに加えてｅＣＳＳを設けることにより増加
する。また、ブラインド復号回数は、ＵＳＳに加えてｅＵＳＳを設けることにより増加す
る。特に、ブラインド復号回数は、ｅＵＳＳにおいて局所マッピングと分散マッピングと
の双方を適用することにより増加する。なお、既存ＰＤＣＣＨのみを用いる場合（リリー
ス１０以前）のブラインド復号回数は、ＣＳＳで１２回、ＵＳＳで４８回の６０回である
。
【００３７】
　以上のように、無線基地局ｅＮＢから既存ＰＤＣＣＨと拡張ＰＤＣＣＨとの少なくとも
１つを用いてＤＣＩが送信される場合、ユーザ端末ＵＥにおけるブラインド復号回数が増
加する。かかる場合、ＤＣＩをマッピング可能なリソース範囲が増加するのでブロッキン
グの発生確率を削減できる。一方で、ブラインド復号を行う範囲が増加するのでユーザ端
末ＵＥにおけるＤＣＩの誤検出確率は増加してしまう。このように、ブラインド復号回数
の増加は、ブロッキングの発生確率の削減とＤＣＩの誤検出確率の増加とのトレードオフ
の関係にあるため、ブラインド復号回数を調整可能とすることが望まれる。そこで、本発
明者らは、無線基地局ｅＮＢから既存ＰＤＣＣＨと拡張ＰＤＣＣＨとの少なくとも１つを
用いてＤＣＩが送信される場合に適したサーチスペース候補数を設定可能とすることで、
ブラインド復号回数を調整可能とするという発想を得て、本願発明に至った。
【００３８】
　以下、本実施の形態に係るブラインド復号方法を説明する。以下の説明は、図１８に示
す無線通信システムを想定する。なお、無線基地局１０は、図１８の無線基地局１１及び
１２の双方を含むものとする。
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【００３９】
　本実施の形態に係るブラインド復号方法では、無線基地局１０が、ユーザ端末２０に対
して、既存ＰＤＣＣＨ（下り制御チャネル）用のサーチスペース候補数と拡張ＰＤＣＣＨ
（拡張下り制御チャネル）用のサーチスペース候補数との設定に用いられる候補数設定情
報を通知する。ユーザ端末２０は、通知された候補数設定情報に基づいて設定された既存
ＰＤＣＣＨ用のサーチスペース候補数と拡張ＰＤＣＣＨ用のサーチスペース候補数とに基
づいて、ＤＣＩ（下り制御情報）をブラインド復号する。
【００４０】
　ここで、候補数設定情報には、後述するように、サーチスペース候補数の値（第１態様
）、合計候補数に対する比（第２態様）、サーチスペース候補数の組み合わせを示すパタ
ーン情報（第３態様）、ＤＣＩのフォーマットを示すＤＣＩフォーマット情報（第４態様
）などが含まれる。
【００４１】
　また、既存ＰＤＣＣＨ用のサーチスペース候補数及び拡張ＰＤＣＣＨ用のサーチスペー
ス候補数は、それぞれ、共通サーチスペース候補数（以下、ＣＳＳ候補数という）と個別
サーチスペース候補数（以下、ＵＳＳ候補数という）とを含んでもよい。ＣＳＳ候補数は
、無線基地局１０のセル内のユーザ端末２０間で共通の共通サーチスペースの候補数であ
る。また、ＵＳＳ候補数は、ユーザ端末２０間で個別の個別サーチスペースの候補数であ
る。
【００４２】
　また、拡張ＰＤＣＣＨ用に配置される複数のＰＲＢペア（周波数リソース単位）をそれ
ぞれ含んで構成される拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２（第１及び第２周波数リソースセッ
ト）が設けられてもよい。この場合、拡張ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数は、拡張ＰＤＣＣ
Ｈセット１用のＣＳＳ候補数を含んでもよい。また、拡張ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数は
、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＵＳＳ候補数と拡張ＰＤＣＣＨセット２用のＵＳＳ候補数
とを含んでもよい。
【００４３】
（第１態様）
　図７、８を参照し、本実施の形態の第１態様に係るブラインド復号方法を説明する。第
１態様に係るブラインド復号方法では、候補数設定情報として、既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳ
Ｓ候補数と、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数と、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＵＳＳ候
補数とが、無線基地局１０からユーザ端末２０に通知される。
【００４４】
　図７Ａ及び図７Ｂは、第１態様に係るブラインド復号方法の一例の説明図である。図７
Ａでは、既存ＰＤＣＣＨ（PDCCH）のＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数と、拡張ＰＤＣＣＨ
（ePDCCH）の拡張ＰＤＣＣＨセット（Set）１のＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数と、拡張
ＰＤＣＣＨ（ePDCCH）の拡張ＰＤＣＣＨセット（Set）２のＵＳＳ候補数との設定例が示
される。図７Ｂでは、無線基地局１０から通知される候補数設定情報の内容が示される。
【００４５】
　図７Ａ及び図７Ｂでは、候補数設定情報として、既存ＰＤＣＣＨ用のＡＬ４のＣＳＳ候
補数ａ、ＡＬ８のＣＳＳ候補数ｂと、既存ＰＤＣＣＨ用のＡＬ１、ＡＬ２のＵＳＳ候補数
ｃ、ＡＬ４、ＡＬ８のＵＳＳ候補数ｄと、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＡＬ１、ＡＬ２の
ＵＳＳ候補数ｅ、ＡＬ４、ＡＬ８のＵＳＳ候補数ｆとが、無線基地局１０からユーザ端末
２０に通知される。なお、リリース１０以前において、ＡＬ１、ＡＬ２のＵＳＳ候補数は
同じ「６」であり、ＡＬ４、ＡＬ８のＵＳＳ候補数は同じ「２」である。このため、図７
Ａにおいても、ＡＬ１、ＡＬ２で同じ変数ｃ、ｅを用い、ＡＬ４、ＡＬ８で同じ変数ｄ、
ｆを用いることでシグナリング量を削減できる。
【００４６】
　図７Ｂに示すように、ＣＳＳ候補数ａは、ＡＬ４のＣＳＳの合計候補数（ここでは、リ
リース１０以前と等しい「４」）以下に設定される。同様に、ＣＳＳ候補数ｂは、ＡＬ８
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のＣＳＳの合計候補数（ここでは、リリース１０以前と等しい「２」）以下に設定される
。また、ＵＳＳ候補数ｃは、ＡＬ１、ＡＬ２のＣＳＳの合計候補数（ここでは、リリース
１０以前と等しい「６」）以下に設定される。ＵＳＳ候補数ｄは、ＡＬ４、ＡＬ８のＣＳ
Ｓの合計候補数（ここでは、リリース１０以前と等しい「２」）以下に設定される。ＵＳ
Ｓ候補数ｅ，ｆも同様に設定される。これらのＣＳＳ候補数ａ、ｂ及びＵＳＳ候補数ｃ、
ｄ、ｅ、ｆは、図７Ａに示すように、無線基地局１０から通知された値がそのまま設定さ
れる。
【００４７】
　一方、図７Ａに示すように、拡張ＰＤＣＣＨ用のＡＬ４のＣＳＳ候補数は、ＡＬ４のＣ
ＳＳの合計候補数（ここでは、リリース１０以前と等しい「４」）から既存ＰＤＣＣＨ用
のＣＳＳ候補数ａを減算して設定される。同様に、拡張ＰＤＣＣＨ用のＡＬ８のＣＳＳ候
補数は、ＡＬ４のＣＳＳの合計候補数（ここでは、リリース１０以前と等しい「２」）か
ら既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数ｂを減算して設定される。
【００４８】
　また、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のＡＬ１、ＡＬ２のＣＳＳ候補数は、ＡＬ１、ＡＬ２
のＵＳＳの合計候補数（ここでは、リリース１０以前と等しい「６」）から既存ＰＤＣＣ
Ｈ用のＵＳＳ候補数ｃと拡張ＰＤＣＣＨ１用のＵＳＳ候補数ｅとを減算して設定される。
同様に、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のＡＬ４、ＡＬ８のＣＳＳ候補数は、ＡＬ４、ＡＬ８
のＵＳＳの合計候補数（ここでは、リリース１０以前と等しい「２」）から既存ＰＤＣＣ
Ｈ用のＵＳＳ候補数ｄと拡張ＰＤＣＣＨ１用のＵＳＳ候補数ｆとを減算して設定される。
【００４９】
　このような設定によると、既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数と拡張ＰＤＣＣＨ用のＣＳ
Ｓ候補数の合計候補数は、リリース１０以前のＣＳＳ候補数（ここでは、ＡＬ４では「４
」、ＡＬ８では「２」）と等しくなる。同様に、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数と拡張
ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＵＳＳ候補数の合計候補数は、リリース１０以前のＵＳＳ
候補数（ここでは、ＡＬ１、ＡＬ２では「６」、ＡＬ４、ＡＬ８では「２」）と等しくな
る。したがって、ユーザ端末２０におけるブラインド復号回数はリリース１０以前と等し
くなり、ブラインド復号回数の増加に伴うＤＣＩの誤検出確率の増加を防止できる。
【００５０】
　なお、図７Ｂに示すように、無線基地局１０は、ＣＳＳ候補数ａ、ｂの値を、拡張ＰＤ
ＣＣＨ用のＣＳＳ（ｅＣＳＳ）を設けるか否かに基づいて設定してもよい。また、無線基
地局１０は、ＵＳＳ候補数ｃ、ｄの値を、ユーザ端末２０が既存ＰＤＣＣＨと拡張ＰＤＣ
ＣＨとの双方を監視するか、拡張ＰＤＣＣＨだけを監視するかに基づいて設定してもよい
。また、無線基地局１０は、ＵＳＳ候補数ｅ、ｆの値を、ユーザ端末２０が拡張ＰＤＣＣ
Ｈセット１及び２の双方を監視するか、一方だけを監視するかに基づいて設定してもよい
。また、無線基地局１０は、ユーザ端末２０からのフィードバック情報（チャネル品質識
別子（ＣＱＩ）、ランク識別子（ＲＩ）などのチャネル状態情報（ＣＳＩ）や、受信品質
、伝搬損失など）に基づいて、ＣＳＳ候補数ａ、ｂ、ＵＳＳ候補数ｃ－ｆの値を設定して
もよい。
【００５１】
　以上のように、第１態様に係るブラインド復号方法によれば、候補数設定情報として、
既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数ａ、ｂと、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数ｃ、ｄと、
拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＵＳＳ候補数ｅ、ｆとが、無線基地局１０からユーザ端末２
０に通知される。このため、ユーザ端末２０は、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＣＳＳ候補
数及び拡張ＰＤＣＣＨセット２用のＵＳＳ候補数だけを算出すればよい。この結果、ユー
ザ端末２０におけるＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補の設定に伴う計算負荷を低減できる。
【００５２】
　図８Ａ及び図８Ｂは、第１の態様に係るブラインド復号方法の別の例の説明図である。
以下では、図７Ａ及び７Ｂとの相違点を中心に説明する。図８Ａ及び８Ｂでは、候補数設
定情報として、ＵＳＳ候補数が統合レベル（ＡＬ）毎に異なる変数を用いて通知される点
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で、図７Ａ及び７Ｂと異なる。
【００５３】
　具体的には、図８Ａ及び図８Ｂでは、候補数設定情報として、既存ＰＤＣＣＨ用のＡＬ
４のＣＳＳ候補数ａ、ＡＬ８のＣＳＳ候補数ｂと、既存ＰＤＣＣＨ用のＡＬ１のＵＳＳ候
補数ｃ、ＡＬ２のＵＳＳ候補数ｄ、ＡＬ４のＵＳＳ候補数ｅ、ＡＬ８のＵＳＳ候補数ｆと
、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＡＬ１のＵＳＳ候補数ｇ、ＡＬ２のＵＳＳ候補数ｈ、ＡＬ
４のＵＳＳ候補数ｉ、ＡＬ８のＵＳＳ候補数ｊとが、無線基地局１０からユーザ端末２０
に通知される。このように、ＵＳＳ候補数を統合レベル（ＡＬ）毎に通知することで、Ａ
Ｌ毎により柔軟にＵＳＳ候補数を設定可能となる。
【００５４】
　なお、図７Ａ、７Ｂ及び図８Ａ、８Ｂは、第１態様に係るブラインド復号方法を例示す
るものにすぎず、ＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の設定及び候補数設定情報はこれに限ら
れない。例えば、図７Ａ及び図８Ａでは、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２のそれぞれにＵ
ＳＳが設けられるが、ＵＳＳは、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２のいずれかだけに設けら
れてもよい。また、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２が設けられなくともよい。この場合、
図７Ｂ、図８Ｂに示す拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＵＳＳ候補数ｅ、ｆ及びｇ－ｉは、ユ
ーザ端末２０に通知されなくてもよい。
【００５５】
　また、統合レベル（ＡＬ）は、図７Ａ及び図８Ａに示すものに限れられない。また、統
合レベル（ＡＬ）毎の合計候補数（例えば、ＣＳＳのＡＬ４の「４」、ＡＬ８の「２」、
ＵＳＳのＡＬ１、ＡＬ２の「６」、ＵＳＳのＡＬ４、８の「２」）が変更される場合など
にも、第１態様に係るブラインド復号方法を適宜変更して、適用可能である。また、統合
レベル（ＡＬ）の数（たとえばＣＳＳでは２つ，ＵＳＳでは4つ）が変更される場合や、
ＡＬの種類が変更される（例えば、ＡＬ１、ＡＬ２、ＡＬ４、ＡＬ８の代わりに、ＡＬ３
やＡＬ１６などを用いる）場合などにも第３態様に係るブラインド復号方法を適宜変更し
て、適用可能である。
【００５６】
（第２態様）
　図９－１０を参照し、本実施の形態の第２態様に係るブラインド復号方法を説明する。
第２の態様に係るブラインド復号方法では、候補数設定情報として、ＣＳＳの合計候補数
に対する既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数の比と、ＵＳＳの合計候補数に対する既存ＰＤ
ＣＣＨ用のＵＳＳ候補数の比と、拡張ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数に対する拡張ＰＤＣＣ
Ｈセット１用のＵＳＳ候補数の比とが、無線基地局１０からユーザ端末２０に通知される
。
【００５７】
　図９Ａ及び図９Ｂは、第２態様に係るブラインド復号方法の一例の説明図である。図９
Ａでは、ＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の設定例が示され、図９Ｂでは、無線基地局１０
から通知される候補数設定情報の内容が示される。なお、図９Ａにおいて、表内に示され
る変数ａ－ｆには、それぞれ、右側に示す式による算出値が代入されるものとする。また
、右側に示す式において、値ｅ、ｆの算出に用いられる値ｃ、ｆは、値ｃ、fの算出値が
代入されるものとする。
【００５８】
　図９Ａ及び図９Ｂでは、候補数設定情報として、ＣＳＳの合計候補数に対する既存ＰＤ
ＣＣＨ用のＣＳＳ候補数の比ｍ（第１の比）と、ＵＳＳの合計候補数に対する既存ＰＤＣ
ＣＨ用のＵＳＳ候補数の比ｎ（第２の比）と、拡張ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数に対する
拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＵＳＳ候補数の比ｎ’（第３の比）とが、無線基地局１０か
らユーザ端末２０に通知される。
【００５９】
　図９Ａに示すように、既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数及び拡張ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ
候補数は、ＣＳＳの合計候補数（ここでは、ＡＬ４では「４」、ＡＬ８では「２」）に対



(14) JP 2013-255209 A 2013.12.19

10

20

30

40

50

して、無線基地局１０から通知された比ｍを乗算した結果に基づいて算出される。具体的
には、各ＡＬの既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数ａ、ｂは、ＣＳＳの合計候補数に対する
比ｍの乗算結果（ＡＬ４では「４＊ｍ」、ＡＬ８では「２＊ｍ」）をフロア関数により整
数にして設定される。また、各ＡＬの拡張ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数は、算出された既
存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数をＣＳＳの合計候補数（ＡＬ４では「４」、ＡＬ８では「
２」）から減算して設定される。
【００６０】
　また、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数及び拡張ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数は、ＵＳ
Ｓの合計候補数（ここでは、ＡＬ１、ＡＬ２では「６」、ＡＬ４、ＡＬ８では「２」）に
対して、無線基地局１０から通知された比ｎを乗算した結果に基づいて算出される。具体
的には、各ＡＬの既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数ｃ、ｄは、ＵＳＳの合計候補数に対す
る比ｎの乗算結果（ＡＬ１、ＡＬ２では「６＊ｎ」、ＡＬ４、ＡＬ８では「２＊ｎ」）を
フロア関数により整数にして設定される。また、各ＡＬの拡張ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補
数は、算出された既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数をＣＳＳの合計候補数（ＡＬ１、ＡＬ
２では「６」、ＡＬ４、ＡＬ８では「２」）から減算して設定される。
【００６１】
　拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＵＳＳ候補数は、比ｎに基づいて算出された拡張Ｐ
ＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数に更に比ｎ’を乗算した結果に基づいて算出される。具体的に
は、各ＡＬの拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＵＳＳ候補数ｅ、ｆは、拡張ＰＤＣＣＨ用のＵ
ＳＳ候補数６－ｃ、２－ｄに対する比ｎ’の乗算結果（ＡＬ１、ＡＬ２では「６＊ｎ」、
ＡＬ４、ＡＬ８では「２＊ｎ」）をフロア関数により整数にして設定される。また、各Ａ
Ｌの拡張ＰＤＣＣＨセット２用のＵＳＳ候補数は、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数ｃ、
ｄと拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＵＳＳ候補数ｅ、ｆとをＣＳＳの合計候補数（ＡＬ１、
ＡＬ２では「６」、ＡＬ４、ＡＬ８では「２」）から減算して設定される。
【００６２】
　このように、合計候補数に対する比ｍ、ｎ、ｎ’による設定によると、既存ＰＤＣＣＨ
用のＣＳＳ候補数と拡張ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数の合計候補数は、リリース１０以前
の候補数（ここでは、ＡＬ４では「４」、ＡＬ８では「２」）と等しくなる。同様に、既
存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数と拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＵＳＳ候補数の合計
候補数は、リリース１０以前の候補数（ここでは、ＡＬ１、ＡＬ２では「６」、ＡＬ４、
ＡＬ８では「２」）と等しくなる。したがって、ユーザ端末２０におけるブラインド復号
回数はリリース１０以前と等しくなり、ブラインド復号回数の増加に伴うＤＣＩの誤検出
確率の増加を防止できる。
【００６３】
　なお、図９Ｂに示すように、無線基地局１０は、拡張ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ（ｅＣＳＳ
）を設けるか否かに基づいて、比ｍを設定してもよい。また、無線基地局１０は、ユーザ
端末２０が既存ＰＤＣＣＨと拡張ＰＤＣＣＨとの双方を監視するか、拡張ＰＤＣＣＨだけ
を監視するかに基づいて、比ｎを設定してもよい。また、無線基地局１０は、ユーザ端末
２０が拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２の双方を監視するか、一方だけを監視するかに基づ
いて、比ｎ’を設定してもよい。また、無線基地局１０は、ユーザ端末２０からのフィー
ドバック情報（チャネル品質識別子（ＣＱＩ）、ランク識別子（ＲＩ）などのチャネル状
態情報（ＣＳＩ）や、受信品質、伝搬損失など）に基づいて、比ｍ、ｎ、ｎ’の値を設定
してもよい。
【００６４】
　以上のように、第２態様に係るブラインド復号方法によれば、候補数設定情報として、
ＣＳＳの合計候補数に対する既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数の比ｍ、ＵＳＳの合計候補
数に対する拡張ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数の比ｎ、拡張ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数に
対する拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＵＳＳ候補数の比ｎ’が、無線基地局１０からユーザ
端末２０に通知される。このため、第１態様のように多くのＣＳＳ候補数やＵＳＳ候補数
をシグナリングする必要がなく、ユーザ端末２０におけるＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補の
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設定に伴うシグナリング量を低減できる。
【００６５】
　なお、図９Ａ、９Ｂは、第２態様に係るブラインド復号方法を例示するものにすぎず、
ＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の設定及び候補数設定情報はこれに限られない。例えば、
図７Ａ及び図８Ａでは、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２のそれぞれにＵＳＳが設けられる
が、ＵＳＳは、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２のいずれかだけに設けられてもよい。また
、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２が設けられなくともよい。この場合、図９Ｂの比ｎ’は
、省略されてもよい。
【００６６】
　また、図９Ａ及び９Ｂでは、比ｍ、ｎ、ｎ’は、全ＡＬに共通して用いられる。しかし
ながら、これらの比は、ＡＬ毎に設けられてもよい。また、これらの比は、合計候補数が
異なる毎（例えば、ＵＳＳのＡＬ１、ＡＬ２に対して比ｎ１、ＡＬ４、ＡＬ８に対して比
ｎ２など）に設けられてもよい。また、統合レベル（ＡＬ）は、図９Ａに示すものに限ら
れない。また、統合レベル（ＡＬ）毎の合計候補数が変更される場合などにも、第２態様
に係るブラインド復号方法を適宜変更して、適用可能である。
【００６７】
　図１０は、第２態様に係るブラインド復号方法によるブラインド復号回数の一例を示す
図である。図１０では、図６と同じケース１ａ～３ｄについて、比ｍ、ｎ、ｎ’に基づい
てＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数を設定した場合のブラインド復号回数が示される。図１
０に示すように、第２態様に係る態様にブラインド復号方法を適用する場合（W　propose
d　method）、ケース１ａ－３ｄのいずれでもブラインド復号回数は、６０回である。す
なわち、既存ＰＤＣＣＨ及び拡張ＰＤＣＣＨの少なくとも一つを用いてＤＣＩが伝送され
る場合でも、リリース１０以前のブラインド復号回数と等しくなる。この結果、ブライン
ド復号回数の増加に伴うＤＣＩの誤検出確率の増加を防止できる。
【００６８】
（第３態様）
　図１１－１６を参照し、本実施の形態の第３態様に係るブラインド復号方法を説明する
。第３態様に係るブラインド復号方法では、候補数設定情報として、既存ＰＤＣＣＨ用の
ＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数と、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＣＳＳ候補数及び
ＵＳＳ候補数と、の組み合わせを示すパターン情報が、無線基地局１０からユーザ端末２
０に通知される。
【００６９】
　図１１－１６は、第３態様に係るブラインド復号方法の一例の説明図である。図１１－
１６では、既存ＰＤＣＣＨ（ＰＤＣＣＨ）及び拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）のそれぞ
れにおけるＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせ例が示される。図１１－１６では
、候補数設定情報として、既存ＰＤＣＣＨ用の各ＡＬのＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数と
、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用の各ＡＬのＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数との組み合
わせを示すパターン情報が、無線基地局１０からユーザ端末２０に通知される。
【００７０】
　図１１－図１６において、パターン情報及び当該パターン情報が示す組み合わせは、互
いに関連づけられて、無線基地局１０及びユーザ端末２０の双方で予め記憶される。無線
基地局１０は、例えば、図１１－１６に示す組み合わせから、種々のケース（ユーザ端末
２０の状況など）に応じた組み合わせを選択し、選択した組み合わせに関連付けられたパ
ターン情報を通知する。ユーザ端末２０は、通知されたパターン情報に関連づけられた組
み合わせに従って、上記ＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数を設定する。これにより、ユーザ
端末２０におけるＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補の設定に伴うシグナリング量と計算量との
双方を低減できる。
【００７１】
　図１１では、マルチユーザＭＩＭＯが適用される場合のＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数
の組み合わせの一例が示される。マルチユーザＭＩＭＯが適用される場合、ユーザ端末２
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０間で共通の共通制御情報を既存ＰＤＣＣＨで伝送し、ユーザ端末２０間で個別の個別制
御情報を拡張ＰＤＣＣＨで伝送することが好ましい。このため、既存ＰＤＣＣＨにはＣＳ
Ｓだけが設けられ、拡張ＰＤＣＣＨにはＵＳＳだけが設けられるように、ＣＳＳ候補数及
びＵＳＳ候補数の組み合わせが予め定められる。
【００７２】
　図１１に示す組み合わせでは、既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数が「４」又は「２」で
あり、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＵＳＳ候補数が「６」又は「２」である。一方、拡張
ＰＤＣＣＨセット２用のＣＳＳ候補数と既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数が「０」である
。図１１に示す組み合わせは、パターン情報（ここでは、パターン１）と関連付けられる
。無線基地局１０は、ユーザ端末２０との通信にマルチユーザＭＩＭＯを適用する場合、
図１１に示す組み合わせを示すパターン情報（ここでは、パターン１）をユーザ端末２０
に通知する。また、図１１に示す組合せは、マルチユーザＭＩＭＯの場合の使用に限らな
い。
【００７３】
　図１２では、既存ＰＤＣＣＨを利用できない場合のＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組
み合わせの一例が示される。既存ＰＤＣＣＨを利用できない場合とは、例えば、既存ＰＤ
ＣＣＨが設けられないキャリア（new　type　carrier、additional　carrier、capacity
　carrier）を用いて通信を行う場合などである。かかる場合、共通制御情報と個別制御
情報との双方を拡張ＰＤＣＣＨで伝送する必要がある。このため、拡張ＰＤＣＣＨにＣＳ
ＳとＵＳＳとの双方が設けられるように、ＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせが
予め定められる。
【００７４】
　図１２に示す組み合わせでは、既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数が全
て「０」である。一方、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＣＳＳ候補数は「４」又は「２」で
ありＵＳＳ候補数は「６」又は「２」であり、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のＣＳＳ候補数
及びＵＳＳ候補数は全て「０」である。図１２に示す組み合わせは、パターン情報（ここ
では、パターン２）と関連付けられる。無線基地局１０は、既存ＰＤＣＣＨを利用できな
い場合、図１２に示す組み合わせを示すパターン情報（ここでは、パターン２）をユーザ
端末２０に通知する。なお、図１２において、拡張ＰＤＣＣＨセット１の代わりに、拡張
ＰＤＣＣＨセット２のＣＳＳ候補数が「４」又は「２」に、ＵＳＳ候補数が「６」又は「
２」に設定されてもよい。また、図１２に示す組合せは、既存ＰＤＣＣＨが設けられない
キャリアの場合の使用に限らない。
【００７５】
　図１３では、既存ＰＤＣＣＨを利用できない場合（例えば、既存ＰＤＣＣＨが用いられ
ないキャリアが用いられる場合など）で、かつ、ユーザ端末２０からのフィードバック情
報（例えば、ＣＳＩやＰＭＩ）を用いてビームフォーミングが行われる場合のＣＳＳ候補
数及びＵＳＳ候補数の組み合わせの一例が示される。かかる場合、一方の拡張ＰＤＣＣＨ
セット１ではＤＣＩが分散マッピングされ、他方の拡張ＰＤＣＣＨセット２ではＤＣＩが
局所マッピングされる。
【００７６】
　ここで、共通制御情報は、周波数ダイバーシチゲインが得られる分散マッピングに適し
、個別制御情報は、ユーザ端末２０に向けた送信ビームによるビームフォーミングゲイン
が得られる局所マッピングが適する。このため、図１３では、分散マッピングを行う拡張
ＰＤＣＣＨセット１にＣＳＳ、局所マッピングを行う拡張ＰＤＣＣＨセット２にＵＳＳが
設けられるように、ＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせが予め定められる。
【００７７】
　図１３に示す組み合わせでは、既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数が全
て「０」である。一方、分散マッピングを行う拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＣＳＳ候補数
は「４」又は「２」であり、局所マッピングを行う拡張ＰＤＣＣＨセット２用のＵＳＳ候
補数は「６」又は「２」である。また、分散マッピングを行う拡張ＰＤＣＣＨセット１用
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のＵＳＳ候補数と、局所マッピングを行う拡張ＰＤＣＣＨセット２用のＣＳＳ候補数は「
０」である。
【００７８】
　図１３に示す組み合わせは、パターン情報（ここでは、パターン３）と関連付けられる
。無線基地局１０は、既存ＰＤＣＣＨを利用できない場合で、かつ、ユーザ端末２０から
のフィードバック情報（例えば、ＣＳＩやＰＭＩ）ビームフォーミングを行う場合、図１
３に示す組み合わせを示すパターン情報（ここでは、パターン３）をユーザ端末２０に通
知する。
【００７９】
　図１４では、ＰＤＳＣＨと拡張ＰＤＣＣＨとを効率的に使用するためのＣＳＳ候補数及
びＵＳＳ候補数の組み合わせの一例が示される。ＰＤＳＣＨと拡張ＰＤＣＣＨとを効率的
に使用するためには、ユーザ端末２０の数が所定の閾値以下である場合、一方の拡張ＰＤ
ＣＣＨセット１にＤＣＩをマッピングすることが好ましい。ＰＤＳＣＨと拡張ＰＤＣＣＨ
とは周波数分割多重されるため、他方の拡張ＰＤＣＣＨセット２をＰＤＳＣＨに使用可能
となるためである。一方、ユーザ端末２０の数が所定の閾値より多い場合、拡張ＰＤＣＣ
Ｈセット１及び２の双方にＤＣＩをマッピングすることが好ましい。
【００８０】
　このように、ＰＤＳＣＨと拡張ＰＤＣＣＨとを効率的に使用する場合、特定のユーザ端
末２０に対するＤＣＩは、ユーザ端末２０の数に応じて拡張ＰＤＣＣＨセット１又は２の
いずれかにマッピングされることになる。ここで、ユーザ端末２０は、自端末に対するＤ
ＣＩが、拡張ＰＤＣＣＨセット１又は２のいずれにマッピングされるかを知ることはでき
ない。このため、図１４では、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２の双方にＵＳＳ候補数を分
配することで、ユーザ端末２０が拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２の双方をブラインド復号
可能とする。
【００８１】
　図１４に示す組み合わせ（パターン４－１）では、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２に均
等なＵＳＳ候補数が定められる。例えば、この組み合わせでは、拡張ＰＤＣＣＨセット１
及び２用のＵＳＳ候補数は、均等に、「３」又は「１」である。なお、既存ＰＤＣＣＨ用
のＣＳＳ候補数は「４」又は「２」、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数は「０」、拡張Ｐ
ＤＣＣＨセット１及び２用のＣＳＳ候補数は「０」である。この組み合わせは、パターン
情報（ここでは、パターン４－１）と関連付けられる。
【００８２】
　また、図１４に示す組み合わせ（パターン４－２）では、一方の拡張ＰＤＣＣＨセット
のＵＳＳ候補数が他方の拡張ＰＤＣＣＨセットのＵＳＳ候補数以上に定められる。例えば
、この組み合わせでは、拡張ＰＤＣＣＨセット１のＵＳＳ候補数は「４」又は「１」であ
るのに対して、拡張ＰＤＣＣＨセット２のＵＳＳ候補数は「２」又は「１」である。なお
、既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数は「４」又は「２」、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補
数は「０」、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＣＳＳ候補数は「０」である。この組み
合わせは、パターン情報（ここでは、パターン４－２）と関連付けられる。
【００８３】
　無線基地局１０は、ＰＤＳＣＨと拡張ＰＤＣＣＨとを効率的に使用すべき状況の場合、
図１４の組み合わせを示すパターン情報（ここでは、パターン４－１又は４－２）をユー
ザ端末２０に通知する。パターン４－１の組み合わせは、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２
の双方が複数のユーザ端末２０に対等に割り当てられる場合などに無線基地局１０に選択
される。一方、パターン４－２の組み合わせは、拡張ＰＤＣＣＨセット１がユーザ端末２
０間で共通のプライマリセットとして使用され、拡張ＰＤＣＣＨセット２がユーザ端末２
０間で個別のセカンダリセットとして使用される場合などに有効である。
【００８４】
　なお、図１４において、既存ＰＤＣＣＨではなく、拡張ＰＤＣＣＨにＣＳＳが設けられ
もよい。また、図１４では、拡張ＰＤＣＣＨだけにＵＳＳに設けられるが、既存ＰＤＣＣ
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ＨにＵＳＳが設けられてもよい。
【００８５】
　図１５では、ユーザ端末２０が高い能力（higher　capability）を有している場合のＣ
ＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせの一例が示される。図１１－図１４に示す組み
合わせでは、ユーザ端末２０におけるブラインド復号回数がリリース１０以前と等しくな
るように、ＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数が定めることで、ＤＣＩの誤検出確率の増加を
防止している。一方で、ユーザ端末２０が高い能力を有する場合は、ブラインド復号回数
を増加させることで、ブロッキングの発生確率を減少させることが好ましい。このため、
図１５では、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２のＵＳＳ候補数が増加するように、ＣＳＳ候
補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせが予め定められる。
【００８６】
　図１５に示す組み合わせ（パターン４’－１）では、拡張ＰＤＣＣＨセット１のＵＳＳ
候補数を増加させている。例えば、この組み合わせでは、拡張ＰＤＣＣＨセット１のＵＳ
Ｓ候補数は、図１４に示す組み合わせ（パターン４－１）の２倍の「６」又は「２」であ
る。一方、拡張ＰＤＣＣＨセット２のＵＳＳ候補数は、図１４に示す組み合わせ（パター
ン４－１）と同じ「３」又は「１」である。なお、既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数は「
４」又は「２」、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数は「０」、拡張ＰＤＣＣＨセット１及
び２用のＣＳＳ候補数は「０」である。この組み合わせは、パターン情報（ここでは、パ
ターン４’－１）と関連付けられる。
【００８７】
　また、図１５に示す組み合わせ（パターン４’－２）では、拡張ＰＤＣＣＨセット１及
び２の双方のＵＳＳ候補数を増加させている。例えば、この組み合わせでは、拡張ＰＤＣ
ＣＨセット１及び２の双方のＵＳＳ候補数は、図１４に示す組み合わせ（パターン４－１
）の２倍の「６」又は「２」である。なお、既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数は「４」又
は「２」、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数は「０」、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用
のＣＳＳ候補数は「０」である。この組み合わせは、パターン情報（ここでは、パターン
４’－２）と関連付けられる。
【００８８】
　無線基地局１０は、ユーザ端末２０から通知される能力情報（例えば、UE-Capability
）に基づいて、ユーザ端末２０が高い能力を有するか否かを判断する。無線基地局１０は
、ユーザ端末２０が高い能力を有する場合、図１５の組み合わせを示すパターン情報（こ
こでは、パターン４’－１又は４’－２）をユーザ端末２０に通知する。なお、パターン
４’－１又は４’－２の選択は、ユーザ端末２０の能力情報に基づいて行われてもよいし
、ユーザ端末２０に対する拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２の割り当て方（例えば、プライ
マリセットやセカンダリセットや、均等な割り当て）に基づいて行われてもよい。
【００８９】
　なお、図１５において、既存ＰＤＣＣＨではなく、拡張ＰＤＣＣＨにＣＳＳが設けられ
もよい。また、図１５では、拡張ＰＤＣＣＨだけにＵＳＳに設けられるが、既存ＰＤＣＣ
ＨにＵＳＳが設けられてもよい。
【００９０】
　図１６では、ユーザ端末２０との間の信号品質が良い場合のＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候
補数の組み合わせの一例が示される。ユーザ端末２０との間の信号品質が所定の閾値より
も良い場合、ＤＣＩは、例えば、統合レベル（ＡＬ）１又は２などの低いＡＬで伝送され
る。このため、図１６では、相対的に低いＡＬのＵＳＳ候補数が増加するように、ＣＳＳ
候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせが予め定められる。
【００９１】
　図１６に示す組み合わせでは、拡張ＰＤＣＣＨセット１のＡＬ１及びＡＬ２のＵＳＳ候
補数は、「８」である一方、ＡＬ４及びＡＬ８のＵＳＳ候補数は「０」である。なお、既
存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数は「４」又は「２」、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数は
「０」、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＣＳＳ候補数は「０」である。この組み合わ
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せは、パターン情報（ここでは、パターン５）と関連付けられる。
【００９２】
　無線基地局１０は、ユーザ端末２０から通知される信号品質情報（ＳＮＲ、ＳＩＮＲ、
ＣＱＩ、伝搬損失など）に基づいて、信号品質が所定の閾値以上であるか否かを判断する
。無線基地局１０は、ユーザ端末２０の信号品質が所定の閾値以上である場合、図１６の
組み合わせを示すパターン情報（ここでは、パターン５）をユーザ端末２０に通知する。
【００９３】
　なお、図１６において、拡張ＰＤＣＣＨセット１ではなく拡張ＰＤＣＣＨセット２のＬ
１及びＡＬ２のＵＳＳ候補数を増加させてもよい。また、図１６では、ＡＬ１及びＡＬ２
のＵＳＳ候補数を増加させているが、ＡＬ１のＵＳＳ候補数だけを増加させてもよい。ま
た、図１６において、例えば、ＡＬ４、ＡＬ８のＣＳＳ候補数を「６」、「０」と設定し
、低いＡＬのＣＳＳ候補数を増加させてもよい。
【００９４】
　以上のように、第３態様に係るブラインド復号方法によれば、候補数設定情報として、
図１１－１６に示すパターン情報が、無線基地局１０からユーザ端末２０に通知され、ユ
ーザ端末２０はパターン情報に関連付けて予め記憶された組み合わせでＣＳＳ候補数及び
ＵＳＳ候補数を設定する。このため、ユーザ端末２０におけるＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候
補の設定に伴うシグナリング量を低減できるとともに、当該設定に伴うユーザ端末２０の
計算量も低減できる。
【００９５】
　なお、図１１－１６に示すパターン情報及びパターン情報に関連付けられる組み合わせ
は、例示にすぎず、これに限られるものではない。例えば、図１１－１６では、拡張ＰＤ
ＣＣＨ、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２のＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせが
示されるが、拡張ＰＤＣＣＨセットが設けられない場合、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２
は区別されなくともよい。
【００９６】
　また、統合レベル（ＡＬ）は、図１１－１６に示すものに限られない。また、統合レベ
ル（ＡＬ）毎の合計候補数（例えば、ＣＳＳのＡＬ４の「４」、ＡＬ８の「２」、ＵＳＳ
のＡＬ１、ＡＬ２の「６」、ＵＳＳのＡＬ４、８の「２」）が変更される場合などにも、
第３態様に係るブラインド復号方法を適宜変更して、適用可能である。また、統合レベル
（ＡＬ）の数（たとえばＣＳＳでは２つ，ＵＳＳでは4つ）が変更される場合や、ＡＬの
種類が変更される（例えば、ＡＬ１、ＡＬ２、ＡＬ４、ＡＬ８の代わりに、ＡＬ３やＡＬ
１６などを用いる）場合などにも第３態様に係るブラインド復号方法を適宜変更して、適
用可能である。
【００９７】
（第４態様）
　図１７を参照し、本実施の形態の第４態様に係るブラインド復号方法を説明する。第４
態様に係るブラインド復号方法では、候補数設定情報として、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ
と、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＵＳＳとで伝送されるＤＣＩのＤＣＩフォーマッ
トを示すフォーマット情報が、無線基地局１０からユーザ端末２０に通知される。
【００９８】
　図１７は、第４態様に係るブラインド復号方法の一例の説明図である。図１７では、既
存ＰＤＣＣＨ（ＰＤＣＣＨ）と拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）の拡張ＰＤＣＣＨセット
（ｓｅｔ）１及び２とのそれぞれにおけるフォーマット情報及びＵＳＳ候補数の設定例が
示される。
【００９９】
　図１７では、候補数設定情報として、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳで伝送されるＤＣＩの
ＤＣＩフォーマットＸ、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＵＳＳで伝送されるＤＣＩの
ＤＣＩフォーマットＺ及びＹを示すフォーマット情報が、無線基地局１０からユーザ端末
２０に通知される。ユーザ端末２０は、通知されたフォーマット情報が指定するＤＣＩフ
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ォーマットについてブラインド復号を行う。
【０１００】
　ＤＣＩフォーマットＸ、Ｙ、Ｚには、ＰＵＳＣＨ用のスケジューリング情報（ＵＬグラ
ント）を含むフォーマット０と共通制御情報を含むフォーマット１Ａとのいずれかを示す
フォーマット０／１Ａ、ＰＤＳＣＨ用のスケジューリング情報（ＤＬグラント）を含むフ
ォーマット２系、上りＭＩＭＯ用のスケジューリング情報を含むフォーマット４などが指
定される。
【０１０１】
　ユーザ端末２０は、通常、ＵＳＳで伝送されるＤＣＩフォーマットを事前に知ることは
できないので、ＵＳＳを想定される各ＤＣＩフォーマットについてブラインド復号する。
例えば、リリース１０の既存ＰＤＣＣＨのＵＳＳのブラインド復号回数は、各ＡＬのＵＳ
Ｓ候補数（６＋６＋２＋２）に、複数のＤＣＩフォーマット（すなわち、２つのＤＣＩフ
ォーマット０／１Ａと２、又は３つのＤＣＩフォーマット０／１Ａと２と４）を乗算した
値（すなわち、１６×２＝３２又は１６×３＝４８）となる。
【０１０２】
　一方、図１７では、ＤＣＩフォーマットＸ、Ｙ及びＺを示すフォーマット情報が、無線
基地局１０からユーザ端末２０に通知される。このため、ユーザ端末２０は、既存ＰＤＣ
ＣＨ用、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のそれぞれのＵＳＳについて、フォーマット情
報が指定する１ＤＣＩフォーマットについてブラインド復号を行えばよく、複数のＤＣＩ
フォーマットを復号する必要がない。
【０１０３】
　したがって、図１７に示すように、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数、拡張ＰＤＣＣＨ
セット１及び２用のＵＳＳ候補数を、それぞれ、リリース１０以前のＵＳＳの合計候補数
（すなわち、ＡＬ１、ＡＬ２では「６」、ＡＬ４、ＡＬ８では「２」）と同じに設定して
も、ブラインド復号回数を全体で同じ回数（すなわち、４８回）とすることができる。
【０１０４】
　以上のように、第４態様に係るブラインド復号方法によれば、候補数設定情報として、
図１７に示す既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳと、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＵＳＳと
で伝送されるＤＣＩのフォーマット情報が、無線基地局１０からユーザ端末２０に通知さ
れる。また、ユーザ端末２０は、通知されたフォーマット情報が指定するＤＣＩフォーマ
ットに基づいて既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳと、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＵＳＳ
とをブラインド復号する。このため、既存ＰＤＣＣＨ及び拡張ＰＤＣＣＨの少なくとも１
つを用いてＤＣＩが伝送される場合でも、ユーザ端末２０におけるブラインド復号回数の
増加を防止でき、ＤＣＩの誤検出確率の上昇を防止できる。さらに、ＤＣＩフォーマット
の指定により、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＵ
ＳＳ候補数をそれぞれ増加させることができるので、ブロッキングの発生確率の上昇も防
止できる。
【０１０５】
　なお、図１７において、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数、拡張ＰＤＣＣＨセット１及
び２用のＵＳＳ候補数は、フォーマット情報に基づいて、ブラインド復号すべきフォーマ
ット数の減少に対応して、設定される。これらのＵＳＳ候補数の組み合わせは、予め、ユ
ーザ端末２０で記憶されていてもよい。或いは、上述の第１－３態様で説明した方法によ
り、無線基地局１０からユーザ端末２０に通知されてもよい。
【０１０６】
　また、図１７において、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２のそれぞれにＵＳＳが設けられ
るが、ＵＳＳは、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２のいずれかだけに設けられてもよい。ま
た、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２が設けられなくともよい。かかる場合、既存ＰＤＣＣ
Ｈ用のＵＳＳと拡張ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳとで伝送されるＤＣＩのフォーマット情報が伝
送されてもよい。また、ＡＬ及びＡＬ毎のＵＳＳ候補数も図１７に示すものに限られない
。
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【０１０７】
　以上のように、本実施の形態に係るブラインド復号方法では、無線基地局１０がユーザ
端末２０に対して、第１―第４態様で説明した候補数設定情報を通知し、ユーザ端末２０
が、候補数設定情報に基づいて設定された既存ＰＤＣＣＨ用のサーチスペース候補数と拡
張ＰＤＣＣＨ用のサーチスペース候補数とに基づいて、ＤＣＩをブラインド復号する。し
たがって、既存ＰＤＣＣＨと拡張ＰＤＣＣＨとの少なくとも１つを用いてＤＣＩが送信さ
れる場合に適したサーチスペース候補数を設定可能でき、ブラインド復号回数を適切に調
整できる。
【０１０８】
（第５態様）
　図２４を参照し、本実施の形態の第５態様に係るブラインド復号方法を説明する。第５
態様に係るブラインド復号方法では、上述のように、拡張ＰＤＣＣＨ用に配置される複数
のＰＲＢペア（周波数リソース単位）をそれぞれ含んで構成される拡張ＰＤＣＣＨセット
１及び２（第１及び第２周波数リソースセット）が設けられる。ここで、各ＰＲＢペアに
は、拡張ＰＤＣＣＨにおけるリソース割り当て単位である複数のｅＣＣＥ（拡張制御チャ
ネル要素）が含まれる。このため、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２は、それぞれ、拡張Ｐ
ＤＣＣＨに割り当てられるｅＣＣＥを複数含み、複数のＰＲＢペアで構成される。無線基
地局１０は、ユーザ端末２０に対して、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２を設定（configur
e）する。なお、拡張ＰＤＣＣＨセットの数は、２つ以上であってもよい。
【０１０９】
　第５態様に係るブラインド復号方法では、第１態様から第４態様と同様に、無線基地局
１０は、ユーザ端末２０に対して、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のサーチスペース候補数の
設定に用いられる候補数設定情報を通知する。ユーザ端末２０は、当該候補数設定情報に
基づいて拡張ＰＤＣＣＨセット１用のサーチスペース候補数を設定し、当該サーチスペー
ス候補数に基づいて拡張ＰＤＣＣＨセット１用のサーチスペースを決定して、ＤＣＩをブ
ラインド復号する。
【０１１０】
　一方、第５態様に係るブラインド復号方法では、無線基地局１０は、第１態様から第４
態様とは異なり、ユーザ端末２０に対して、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のサーチスペース
候補数の設定に用いられる候補数設定情報を通知しない。代わりに、無線基地局１０は、
拡張ＰＤＣＣＨセット２用のサーチスペースに割り当てられるｅＣＣＥのインデックス番
号を示すインデックス番号情報を通知する。ユーザ端末２０は、無線基地局１０から通知
されインデックス番号情報に基づいて、ＤＣＩをブラインド復号する。ここで、インデッ
クス番号情報は、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のサーチスペースに割り当てられたｅＣＣＥ
のインデックス番号の組み合わせを示すパターンであってもよいし、当該ｅＣＣＥのイン
デックス番号そのものであってもよい。
【０１１１】
　図２４は、第５態様に係るサーチスペースの一例を示す図である。図２４Ａは、拡張Ｐ
ＤＣＣＨセット１用のサーチスペースの一例を示し、図２４Ｂは、拡張ＰＤＣＣＨセット
２用のサーチスペースを示す。なお、図２４Ａ及び２４Ｂにおいて、統合レベル（ＡＬ：
Aggregation　level）とは、ｅＣＣＥの統合数を示すものである。ＡＬ１のサーチスペー
スは、１ｅＣＣＥ単位で構成される。ＡＬ２のサーチスペースは、２ｅＣＣＥ単位で構成
される。同様に、ＡＬ４、ＡＬ８のサーチスペースは、それぞれ、４ｅＣＣＥ単位、８ｅ
ＣＣＥ単位で構成される。
【０１１２】
　図２４Ａでは、無線基地局１０からユーザ端末２０に通知される候補数設定情報に基づ
いて、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のサーチスペース候補数がＡＬ毎に設定される。例えば
、図２４Ａでは、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＡＬ１、ＡＬ２、ＡＬ４及びＡＬ８のサー
チスペース候補数が、それぞれ、「４」、「４」、「１」、「１」に設定される。ここで
、候補数設定情報は、サーチスペース候補数の値（第１態様）、合計候補数に対する比（
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第２態様）、パターン情報（第３態様）、ＤＣＩフォーマット情報（第４態様）のいずれ
であってもよい。また、候補数設定情報は、ＲＲＣシグナリングなどの上位レイヤシグナ
リングを用いて、無線基地局１０からユーザ端末２０に通知される。
【０１１３】
　また、図２４Ａでは、各ＡＬのサーチスペースの開始位置が、所定のハッシュ関数に基
づいて決定される。各ＡＬのサーチスペースは、所定のハッシュ関数に基づいて決定され
るインデックス番号を開始位置として、サーチスペース候補数と各ＡＬのｅＣＣＥ統合数
との乗算結果と等しい数分の連続するｅＣＣＥとなる。
【０１１４】
　例えば、図２４Ａでは、ＡＬ１、ＡＬ２、ＡＬ４及びＡＬ８のサーチスペースの開始位
置が、それぞれ、インデックス番号「１」、「５」、「１３」及び「９」に決定される。
かかる場合、ＡＬ１のサーチスペースは、インデックス番号「１」を開始位置として、連
続する４ｅＣＣＥ（４×１）となる。また、ＡＬ２のサーチスペースは、インデックス番
号「５」を開始位置として、連続する８ｅＣＣＥ（４×２）となる。また、ＡＬ３のサー
チスペースは、インデックス番号「１３」を開始位置として、連続する４ｅＣＣＥ（１×
４）となる。また、ＡＬ８のサーチスペースは、インデックス番号「９」を開始位置とし
て、連続する８ｅＣＣＥ（１×８）となる。
【０１１５】
　以上のように、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のサーチスペースは、所定のハッシュ関数に
基づいて定められる開始位置と、候補数設定情報に基づいて設定されるサーチスペース候
補数とに基づいて決定され、連続する所定数のｅＣＣＥで構成される。このようなサーチ
スペースは、全てのユーザ端末２０に共通のプライマリセット用のサーチスペースに適す
る。これは、ハッシュ関数によりランダムにサーチスペースを生成することで、すべての
ユーザ端末に対して、下り制御チャネル情報を割当てる機会が均等に与えられるためであ
る。なお、プライマリセット用のサーチスペースは、共通サーチスペース（ＣＳＳ）とし
て使用されてもよい。
【０１１６】
　一方、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のサーチスペースは、無線基地局１０からユーザ端末
２０に通知されるインデックス番号情報に基づいて設定される。上述のように、インデッ
クス番号情報は、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のサーチスペースに割り当てられたｅＣＣＥ
のインデックス番号の組み合わせを示すパターンであってもよいし、当該ｅＣＣＥのイン
デックス番号そのものであってもよい。インデックス番号情報は、ＲＲＣシグナリングな
どの上位レイヤシグナリングを用いて、無線基地局１０からユーザ端末２０に通知される
。以下では、インデックス番号情報として、上記パターンを用いる例を説明する。
【０１１７】
　図２４Ｂでは、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のＡＬ１、ＡＬ２、ＡＬ４及びＡＬ８のサー
チスペース候補数が、それぞれ、「４」、「４」、「１」、「１」である場合のｅＣＣＥ
の組み合わせが示される。図２４Ｂに示すように、拡張ＰＤＣＣＨセット２用の各ＡＬの
サーチスペースは、連続するｅＣＣＥで構成されなくともよい。無線基地局１０は、拡張
ＰＤＣＣＨセット２用の各ＡＬのサーチスペースを少なくとも一部が不連続のｅＣＣＥで
構成し、これらのｅＣＣＥのｅＣＣＥインデックス番号の組み合わせを示すパターンをユ
ーザ端末２０に通知する。
【０１１８】
　例えば、図２４Ｂでは、ＡＬ１のサーチスペースは、インデックス番号「１」、「５」
、「９」及び「１３」を有する４（４×１）ｅＣＣＥで構成される。また、ＡＬ２のサー
チスペースは、インデックス番号「３」、「４」、「７」、「８」、「１１」、「１２」
、「１５」、「１６」を有する８（４×２）ｅＣＣＥで構成される。また、ＡＬ４のサー
チスペースは、インデックス番号「３」、「４」、「７」、「８」を有する４（１×４）
ｅＣＣＥで構成される。また、ＡＬ８のサーチスペースは、インデックス番号「１」、「
２」、「５」、「６」、「９」、「１０」、「１３」、「１４」を有する８（１×８）ｅ
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ＣＣＥで構成される。
【０１１９】
　図２４Ｂでは、無線基地局１０は、他のユーザ端末２０のＤＣＩとのブロッキングが発
生しないように、上記インデックス番号の組み合わせを決定し、この組み合わせを示すパ
ターンをインデックス番号情報としてユーザ端末２０に通知する。ユーザ端末２０は、通
知されたパターンが示すインデックス番号の組み合わせに従って、各ＡＬのサーチスペー
スを決定する。
【０１２０】
　以上のように、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のサーチスペースは、無線基地局１０から通
知されるインデックス番号情報に基づいて決定され、連続／不連続の所定数のｅＣＣＥで
構成される。このようなサーチスペースは、ユーザ端末２０間で個別のセカンダリセット
用のサーチスペースに適する。連続する所定数のｅＣＣＥを確保する必要がなく、無線基
地局１０で予めユーザ端末２０間におけるＤＣＩのブロッキングの発生を軽減できるため
である。なお、セカンダリセット用のサーチスペースは、個別サーチスペース（ＵＳＳ）
として使用されてもよい。
【０１２１】
　第５態様に係るブラインド復号方法によれば、拡張ＰＤＣＣＨセット毎のサーチスペー
スが、当該サーチスペースの用途に応じて、候補数設定情報又はインデックス番号情報に
基づいて設定される。このため、各拡張ＰＤＣＣＨセットのサーチスペースを、サーチス
ペースの用途に応じた適切なｅＣＣＥ構成で構成することができる。
【０１２２】
　なお、第５態様に係るブラインド復号方法において、第１態様から第４態様と同様に、
無線基地局１０は、ユーザ端末２０に対して、既存ＰＤＣＣＨのサーチスペース候補数の
設定に用いられる候補数設定情報を通知してもよい。ユーザ端末２０は、無線基地局１０
から通知された候補数設定情報に基づいて既存ＰＤＣＣＨ用のサーチスペース候補数を設
定し、設定されたサーチスペース候補数に基づいて、ＤＣＩをブラインド復号する。なお
、かかる場合、拡張ＰＤＣＣＨセット１と同様に、既存ＰＤＣＣＨ用のサーチスペースは
、所定のハッシュ関数に基づいて定められる開始位置と、候補数設定情報に基づいて設定
されるサーチスペース候補数とに基づいて決定され、連続する所定数のｅＣＣＥで構成さ
れる。
【０１２３】
（無線通信システムの構成）
　本実施の形態に係る無線通信システムについて詳細に説明する。
【０１２４】
　図１８は、本実施の形態に係る無線通信システムの概略構成図である。なお、図１８に
示す無線通信システムは、例えば、ＬＴＥシステム或いは、ＳＵＰＥＲ　３Ｇが包含され
るシステムである。この無線通信システムでは、ＬＴＥシステムのシステム帯域を１単位
とする複数の基本周波数ブロック（コンポーネントキャリア）を一体としたキャリアアグ
リゲーションが適用される。また、この無線通信システムは、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ
と呼ばれても良いし、４Ｇ、ＦＲＡ（Future　Radio　Access）と呼ばれても良い。
【０１２５】
　図１８に示すように、無線通信システム１は、マクロセルＣ１を形成する無線基地局１
１と、マクロセルＣ１内に配置され、マクロセルＣ１よりも狭いスモールセルＣ２を形成
する無線基地局１２ａ及び１２ｂとを備えている。また、マクロセルＣ１及び各スモール
セルＣ２には、ユーザ端末２０が配置されている。ユーザ端末２０は、無線基地局１１及
び無線基地局１２の双方と無線通信可能に構成されている。
【０１２６】
　ユーザ端末２０と無線基地局１１との間は、相対的に低い周波数帯域（例えば、２ＧＨ
ｚ）で帯域幅が広いキャリア（既存キャリア、Legacy　carrierなどと呼ばれる）を用い
て通信が行なわれる。一方、ユーザ端末２０と無線基地局１０との間は、相対的に高い周
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波数帯域（例えば、３．５ＧＨｚなど）で帯域幅狭いキャリア（Extension　Carrier、Ad
ditional　Carrier、Capacity　Carrier、New　Carrier　typeなどと呼ばれる）を用いて
通信される。また、無線基地局１１及び各無線基地局１２は、有線接続又は無線接続され
ている。
【０１２７】
　無線基地局１１及び各無線基地局１２は、それぞれ上位局装置３０に接続され、上位局
装置３０を介してコアネットワーク４０に接続される。なお、上位局装置３０には、例え
ば、アクセスゲートウェイ装置、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、モビリティ
マネジメントエンティティ（ＭＭＥ）等が含まれるが、これに限定されるものではない。
また、各無線基地局１２は、無線基地局１１を介して上位局装置に接続されてもよい。
【０１２８】
　なお、無線基地局１１は、相対的に広いカバレッジを有する無線基地局であり、ｅＮｏ
ｄｅＢ、無線基地局装置、送信ポイントなどと呼ばれてもよい。また、無線基地局１２は
、局所的なカバレッジを有する無線基地局であり、ピコ基地局、フェムト基地局、Ｈｏｍ
ｅ　ｅＮｏｄｅＢ、ＲＲＨ（Remote　Radio　Head）、マイクロ基地局、送信ポイントな
どと呼ばれてもよい。以下、無線基地局１１及び１２を区別しない場合は、無線基地局１
０と総称する。各ユーザ端末２０は、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなどの各種通信方式に対応した
端末であり、移動通信端末だけでなく固定通信端末を含んでよい。
【０１２９】
　無線通信システムにおいては、無線アクセス方式として、下りリンクについてはＯＦＤ
ＭＡ（直交周波数分割多元接続）が適用され、上りリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡ（シ
ングルキャリア－周波数分割多元接続）が適用される。ＯＦＤＭＡは、周波数帯域を複数
の狭い周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各サブキャリアにデータをマッピングして
通信を行うマルチキャリア伝送方式である。ＳＣ－ＦＤＭＡは、システム帯域を端末毎に
１つ又は連続したリソースブロックからなる帯域に分割し、複数の端末が互いに異なる帯
域を用いることで、端末間の干渉を低減するシングルキャリア伝送方式である。
【０１３０】
　ここで、図１８に示す無線通信システムで用いられる通信チャネルについて説明する。
下りリンクの通信チャネルは、各ユーザ端末２０で共有されるＰＤＳＣＨ（Physical　Do
wnlink　Shared　Channel）と、下りＬ１／Ｌ２制御チャネル（ＰＤＣＣＨ、ＰＣＦＩＣ
Ｈ、ＰＨＩＣＨ）とを有する。ＰＤＳＣＨにより、ユーザデータ及び上位制御情報が伝送
される。ＰＤＣＣＨ（Physical　Downlink　Control　Channel）により、ＰＤＳＣＨおよ
びＰＵＳＣＨのスケジューリング情報等が伝送される。ＰＣＦＩＣＨ（Physical　Contro
l　Format　Indicator　Channel）により、ＰＤＣＣＨに用いるＯＦＤＭシンボル数が伝
送される。ＰＨＩＣＨ（Physical　Hybrid-ARQ　Indicator　Channel）により、ＰＵＳＣ
Ｈに対するＨＡＲＱのＡＣＫ/ＮＡＣＫが伝送される。また、拡張ＰＤＣＣＨ（Enhanced 
Physical　Downlink　Control　Channel、ePDCCH、E-PDCCH、FDM型PDCCH等とも呼ばれる
）により、ＰＤＳＣＨ及びＰＵＳＣＨのスケジューリング情報等が伝送されてもよい。こ
の拡張ＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨと周波数分割多重され、ＰＤＣＣＨの容量不足を補うた
めに使用される。
【０１３１】
　上りリンクの通信チャネルは、各ユーザ端末２０で共有される上りデータチャネルとし
てのＰＵＳＣＨ（Physical　Uplink　Shared　Channel）と、上りリンクの制御チャネル
であるＰＵＣＣＨ（Physical　Uplink　Control　Channel）とを有する。このＰＵＳＣＨ
により、ユーザデータや上位制御情報が伝送される。また、ＰＵＣＣＨにより、下りリン
クの無線品質情報（CQI：Channel　Quality　Indicator）、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ等が伝送さ
れる。
【０１３２】
　図１９を参照し、図１８に示す無線通信システムで用いられる拡張ＰＤＣＣＨについて
詳述する。図１９Ａに無線基地局１１のサブフレームの一例、図１９Ｂ及び１９Ｃに無線
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基地局１２のサブフレームの一例を示す。図１９Ａに示すように、無線基地局１１では、
サブフレームの先頭から最大３ＯＦＤＭシンボルにシステム帯域全体に渡り配置されるＰ
ＤＣＣＨと、サブフレームの４ＯＦＤＭシンボル以降でＰＤＳＣＨと周波数分割多重され
る拡張ＰＤＳＣＨとが用いられる。
【０１３３】
　一方、図１９Ｂ及び１９Ｃに示すように、無線基地局１２ａ及び１２ｂでは、サブフレ
ームの先頭のＯＦＤＭシンボルからＰＤＳＣＨと周波数分割多重される拡張ＰＤＣＣＨが
用いられ、ＰＤＣＣＨは用いられない。なお、図１９Ｂ及び１９Ｃに示すように、無線基
地局１２間の干渉を防ぐために、一方の無線基地局１２で拡張ＰＤＣＣＨ（プライマリ）
が配置される周波数リソースには、他方の無線基地局１２でミューティングリソース（図
１９Ｃ参照）が配置される。
【０１３４】
　図２０は、本実施の形態に係る無線基地局１０（無線基地局１１及び１２を含む）の全
体構成図である。無線基地局１０は、ＭＩＭＯ伝送のための複数の送受信アンテナ１０１
と、アンプ部１０２と、送受信部１０３と、ベースバンド信号処理部１０４と、呼処理部
１０５と、伝送路インターフェース１０６とを備えている。
【０１３５】
　下りリンクにより無線基地局１０からユーザ端末２０に送信されるユーザデータは、上
位局装置３０から伝送路インターフェース１０６を介してベースバンド信号処理部１０４
に入力される。
【０１３６】
　ベースバンド信号処理部１０４では、ＰＤＣＰレイヤの処理、ユーザデータの分割・結
合、ＲＬＣ（Radio　Link　Control）再送制御の送信処理などのＲＬＣレイヤの送信処理
、ＭＡＣ（Medium　Access　Control）再送制御、例えば、ＨＡＲＱの送信処理、スケジ
ューリング、伝送フォーマット選択、チャネル符号化、逆高速フーリエ変換（IFFT：Inve
rse　Fast　Fourier　Transform）処理、プリコーディング処理が行われて各送受信部２
０３に転送される。また、下りリンクの制御チャネルの信号に関しても、チャネル符号化
や逆高速フーリエ変換等の送信処理が行われて、各送受信部１０３に転送される。
【０１３７】
　また、ベースバンド信号処理部１０４は、報知チャネルにより、ユーザ端末２０に対し
て、当該セルにおける通信のための制御情報を通知する。当該セルにおける通信のための
情報には、例えば、上りリンク又は下りリンクにおけるシステム帯域幅などが含まれる。
【０１３８】
　各送受信部１０３は、ベースバンド信号処理部１０４からアンテナ毎にプリコーディン
グして出力されたベースバンド信号を無線周波数帯に変換する。アンプ部１０２は、周波
数変換された無線周波数信号を増幅して送受信アンテナ１０１により送信する。
【０１３９】
　一方、上りリンクによりユーザ端末２０から無線基地局１０に送信されるデータについ
ては、各送受信アンテナ１０１で受信された無線周波数信号がそれぞれアンプ部１０２で
増幅され、各送受信部１０３で周波数変換されてベースバンド信号に変換され、ベースバ
ンド信号処理部１０４に入力される。
【０１４０】
　ベースバンド信号処理部１０４では、入力されたベースバンド信号に含まれるユーザデ
ータに対して、ＦＦＴ処理、ＩＤＦＴ処理、誤り訂正復号、ＭＡＣ再送制御の受信処理、
ＲＬＣレイヤ、ＰＤＣＰレイヤの受信処理がなされ、伝送路インターフェース１０６を介
して上位局装置３０に転送される。呼処理部１０５は、通信チャネルの設定や解放等の呼
処理や、無線基地局１０の状態管理や、無線リソースの管理を行う。
【０１４１】
　図２１は、本実施の形態に係るユーザ端末２０の全体構成図である。ユーザ端末２０は
、ＭＩＭＯ伝送のための複数の送受信アンテナ２０１と、アンプ部２０２と、送受信部（
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受信部）２０３と、ベースバンド信号処理部２０４と、アプリケーション部２０５とを備
えている。
【０１４２】
　下りリンクのデータについては、複数の送受信アンテナ２０１で受信された無線周波数
信号がそれぞれアンプ部２０２で増幅され、送受信部２０３で周波数変換されてベースバ
ンド信号に変換される。このベースバンド信号は、ベースバンド信号処理部２０４でＦＦ
Ｔ処理や、誤り訂正復号、再送制御の受信処理等がなされる。この下りリンクのデータの
内、下りリンクのユーザデータは、アプリケーション部２０５に転送される。アプリケー
ション部２０５は、物理レイヤやＭＡＣレイヤより上位のレイヤに関する処理等を行う。
また、下りリンクのデータの内、報知情報もアプリケーション部２０５に転送される。
【０１４３】
　一方、上りリンクのユーザデータについては、アプリケーション部２０５からベースバ
ンド信号処理部２０４に入力される。ベースバンド信号処理部２０４では、再送制御（Ｈ
－ＡＲＱ　（Ｈｙｂｒｉｄ　ＡＲＱ））の送信処理や、チャネル符号化、プリコーディン
グ、ＤＦＴ処理、ＩＦＦＴ処理等が行われて各送受信部２０３に転送される。送受信部２
０３は、ベースバンド信号処理部２０４から出力されたベースバンド信号を無線周波数帯
に変換する。その後、アンプ部２０２は、周波数変換された無線周波数信号を増幅して送
受信アンテナ２０１により送信する。
【０１４４】
　図２２は、本実施の形態に係る無線基地局１０が有するベースバンド信号処理部１０４
及び一部の上位レイヤの機能構成図である。なお、図２２においては、下り（送信）用の
機能構成を主に示しているが、無線基地局１０は、上り（受信）用の機能構成を備えても
よい。
【０１４５】
　図２２に示すように、無線基地局１０は、上位制御情報生成部３００、データ生成部３
０１、チャネル符号化部３０２、変調部３０３、マッピング部３０４、個別制御情報生成
部３０５、共通制御情報生成部３０６、チャネル符号化部３０７、変調部３０８、制御チ
ャネル多重部３０９、インタリーブ部３１０、測定用参照信号生成部３１１、ＩＦＦＴ部
３１２、マッピング部３１３、復調用参照信号生成部３１４、ウェイト乗算部３１５、Ｃ
Ｐ挿入部３１６、スケジューリング部３１７を具備する。なお、無線基地局１０が、スモ
ールセルＣ２を形成する無線基地局１２である場合、制御チャネル多重部３０９、インタ
リーブ部３１０は省略されてもよい。
【０１４６】
　上位制御情報生成部３００は、ユーザ端末２０毎に上位制御情報を生成する。また、上
位制御情報は、上位レイヤシグナリング（例えば、ＲＲＣシグナリング）される制御情報
であり、例えば、候補数設定情報などを含む。上述のように、候補数設定情報は、既存Ｐ
ＤＣＣＨ用のサーチスペース候補数と拡張ＰＤＣＣＨ用のサーチスペース候補数との設定
に用いられる情報である。本発明の生成部及び通知部は、上位制御情報生成部３００で構
成される。
【０１４７】
　本実施の形態において、上位制御情報生成部３００は、図７Ａ及び図７Ｂに示すように
、候補数設定情報として、既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数ａ、ｂ及びＵＳＳ候補数ｃ、
ｄ、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＵＳＳ候補数ｅ、ｆを生成してもよい。なお、２つの拡
張ＰＤＣＣＨセットが設けられない場合、拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＵＳＳ候補数ｅ、
ｆは生成されなくともよい。また、上位制御情報生成部３００は、図８Ａ及び図８Ｂに示
すように、統合レベル（ＡＬ）毎にＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数を生成してもよい。
【０１４８】
　また、上位制御情報生成部３００は、図９Ａ及び図９Ｂに示すように、候補数設定情報
として、ＣＳＳの合計候補数に対する既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数の比ｍと、ＵＳＳ
の合計候補数に対する既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数の比ｎと、拡張ＰＤＣＣＨ用のＵ
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ＳＳ候補数に対する拡張ＰＤＣＣＨセット１用のＵＳＳ候補数の比ｎ’とを生成してもよ
い。なお、２つの拡張ＰＤＣＣＨセットが設けられない場合、比ｎ’は生成されなくとも
よい。また、上位制御情報生成部３００は、統合レベル（ＡＬ）毎に上記比を生成しても
よい。
【０１４９】
　また、上位制御情報生成部３００は、図１１－１６に示すように、候補数設定情報とし
て、既存ＰＤＣＣＨ用の各ＡＬのＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数と、拡張ＰＤＣＣＨセッ
ト１及び２用の各ＡＬのＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数との組み合わせを示すパターン情
報を生成してもよい。上位制御情報生成部３００は、図１１－図１６を参照して説明した
ように、種々のケース（ユーザ端末ＵＥの状況など）に応じた組み合わせを選択し、選択
した組み合わせを示すパターン情報を生成する。なお、２つの拡張ＰＤＣＣＨセットが設
けられない場合、既存ＰＤＣＣＨ用の各ＡＬのＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数と、拡張Ｐ
ＤＣＣＨの各ＡＬのＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数の組み合わせを示すパターン情報が生
成されてもよい。
【０１５０】
　また、上位制御情報生成部３００は、図１７に示すように、候補数設定情報として、既
存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳと、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＵＳＳとでそれぞれ伝送
されるＤＣＩのＤＣＩフォーマットＸ、Ｙ及びＺを示すパターン情報を生成してもよい。
なお、２つの拡張ＰＤＣＣＨセットが設けられない場合、ＤＣＩフォーマットＺを示すパ
ターン情報は生成されなくともよい。
【０１５１】
　データ生成部３０１は、ユーザ端末２０毎に下りユーザデータを生成する。データ生成
部３０１で生成された下りユーザデータと上位制御情報生成部３００で生成された上位制
御情報とは、ＰＤＳＣＨで伝送される下りデータとして、チャネル符号化部３０２に入力
される。チャネル符号化部３０２は、各ユーザ端末２０に対する下りデータを、各ユーザ
端末２０からのフィードバック情報に基づいて決定された符号化率に従ってチャネル符号
化する。変調部３０３は、チャネル符号化された下りデータを各ユーザ端末２０からのフ
ィードバック情報に基づいて決定された変調方式に従って変調する。マッピング部３０４
は、スケジューリング部３１７からの指示に従って、変調された下りデータをマッピング
する。
【０１５２】
　個別制御情報生成部３０５は、ユーザ端末２０毎に、ＵＥ固有（UE-specific）の下り
制御情報である個別制御情報を生成する。個別制御情報には、ＰＤＳＣＨの割り当て情報
（ＤＬグラント、ＤＣＩフォーマット１Ａ、１Ｃなど）、ＰＵＳＣＨの割り当て情報（Ｕ
Ｌグラント、ＤＣＩフォーマット０、２、４など）などが含まれる。共通制御情報生成部
３０６は、セル共通（Cell-specific）の共通制御情報を生成する。セル共通制御情報に
は、例えば、ＤＣＩフォーマット１Ａ、１Ｃの制御情報などが含まれる。
【０１５３】
　個別制御情報生成部３０５で生成された個別制御情報、共通制御情報生成部３０６で生
成された共通制御譲歩は、既存ＰＤＣＣＨ又は拡張ＰＤＣＣＨで伝送される下り制御情報
として、チャネル符号化部３０７に入力される。チャネル符号化部３０７は、入力された
下り制御情報を、後述するスケジューリング部３１７から指示された符号化率に従ってチ
ャネル符号化する。変調部３０８は、チャネル符号化された下り制御情報をスケジューリ
ング部３１７から指示された変調方式に従って変調する。
【０１５４】
　ここで、既存ＰＤＣＣＨで伝送される下り制御情報は、変調部３０８から制御チャネル
多重部３０９に入力されて多重される。制御チャネル多重部３０９で多重された下り制御
情報は、インタリーブ部３１０においてインタリーブさる。インタリーブされた下り制御
情報は、測定用参照信号生成部３１１で生成された測定用参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ：Chan
nel　State　Information-Reference　Signal、ＣＲＳ：Cell　specific　Reference　Si
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gnalなど）とともに、ＩＦＦＴ部３１２に入力される。
【０１５５】
　一方、拡張ＰＤＣＣＨで伝送される下り制御情報は、変調部３０８からマッピング部３
１３に入力される。マッピング部３１３は、後述するスケジューリング部３１７からの指
示に従って、下り制御情報を所定の割り当て単位（例えば、ｅＣＣＥ単位やｅＲＥＧ単位
）でマッピングする。マッピング部３１３は、スケジューリング部３１７の指示に従って
、分散マッピング（Distributed　Mapping）を用いて下り制御情報をマッピングしてもよ
いし、局所マッピング（Localized　Mapping）を用いて下り制御情報をマッピングしても
よい。
【０１５６】
　マッピングされた下り制御情報は、ＰＤＳＣＨで伝送される下りデータ（すなわち、マ
ッピング部３０４でマッピングされた下りデータ）と、復調用参照信号生成部３１４で生
成された復調用参照信号（ＤＭ－ＲＳ）とともに、ウェイト乗算部３１５に入力される。
ウェイト乗算部３１５は、ＰＤＣＳＨで伝送される下りデータ、拡張ＰＤＣＣＨで伝送さ
れる下り制御情報、復調用参照信号に対して、ユーザ端末２０固有のプリコーディングウ
ェイトを乗算し、プリコーディングを行う。プリコーディングされた送信データは、ＩＦ
ＦＴ部３１２に入力され、逆高速フーリエ変換により周波数領域の信号から時系列の信号
に変換される。ＩＦＦＴ部３１２からの出力信号には、ＣＰ挿入部３１６によりガードイ
ンターバルとして機能するサイクリックプリフィクス（ＣＰ）が挿入され、送受信部１０
３に出力される。
【０１５７】
　スケジューリング部３１７は、ＰＤＳＣＨで伝送される下りデータ、拡張ＰＤＣＣＨで
伝送される下り制御情報、ＰＤＣＣＨで伝送される下り制御情報のスケジューリングを行
う。具体的には、スケジューリング部３１７は、上位局装置３０からの指示情報や各ユー
ザ端末２０からのフィードバック情報（例えば、ＣＱＩ（Channel　Quality　Indicator
）、ＲＩ（Rank　Indicator）などを含むＣＳＩ（Channel　State　Information）など）
に基づいて、無線リソースの割り当てを行う。
【０１５８】
　なお、スケジューリング部３１７は、分散マッピング（Distributed　Mapping）を用い
て下り制御情報をマッピングするようにマッピング部３０４に指示してもよく、局所マッ
ピング（Localized　Mapping）を用いて下り制御情報をマッピングするようにマッピング
部３０４に指示してもよい。また、分散マッピング又は局所マッピングのいずれを用いる
かは、拡張ＰＤＣＣＨセット毎に変更されてもよい。また、スケジューリング部３１７は
、個別制御情報生成部３０５で生成される個別制御情報については局所マッピングを適用
し、共通制御情報生成部３０６で生成される共通制御情報については分散マッピングを適
用してもよい。個別制御情報は、周波数スケジューリングゲインが得られる局所マッピン
グが適するのに対して、共通制御情報は、周波数ダイバーシチゲインが得られる分散マッ
ピングが適するためである。
【０１５９】
　また、スケジューリング部３１７は、ユーザ端末２０からのフィードバック情報に基づ
いて、ＰＤＣＣＨで伝送される下り制御情報のリソース割り当て単位（ＣＣＥ）や、拡張
ＰＤＣＣＨで伝送される下り制御情報のリソース割り当て単位（ｅＣＣＥなど）の統合レ
ベル（アグリゲーションレベル）を決定してもよい。また、下り制御情報をマッピング可
能なサーチスペースは、下り制御情報の割り当て単位（ＣＣＥ、ｅＣＣＥなど）の統合レ
ベル毎に予め候補数が定められる。このため、スケジューリング部３１７は、予め定めら
れた候補の中からサーチスペースを決定して、マッピング部３０４、３１３に指示しても
よい。
【０１６０】
　なお、図２４に示す本実施の形態の第５態様において、上位制御情報生成部３００は、
拡張ＰＤＣＣＨセット１のサーチスペース候補数の設定に用いられる候補数設定情報を生
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成するとともに、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のサーチスペースに割り当てられる拡張制御
チャネル要素（ｅＣＣＥ）のインデックス番号を示すインデックス番号情報を生成しても
よい。
【０１６１】
　図２３は、ユーザ端末２０が有するベースバンド信号処理部２０４及び位置ブの上位レ
イヤの機能構成図である。なお、図２３においては、下り（受信）用の機能構成を主に示
しているが、ユーザ端末２０は、上り（送信）用の機能構成を備えてもよい。ユーザ端末
２０は、下り用の機能構成として、ＣＰ除去部４０１、ＦＦＴ部４０２、デマッピング部
４０３、デインタリーブ部４０４、ＰＤＣＣＨ復調部４０５、拡張ＰＤＣＣＨ復調部４０
６、ＰＤＳＣＨ復調部４０７、候補数設定部４０８、チャネル推定部４０９を具備する。
【０１６２】
　無線基地局１０から受信データとして受信された下り信号は、ＣＰ除去部４０１でサイ
クリックプリフィクス（ＣＰ）が除去される。ＣＰが除去された下り信号は、ＦＦＴ部４
０２へ入力される。ＦＦＴ部４０２は、下り信号を高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast　Fo
urier　Transform）して時間領域の信号から周波数領域の信号に変換し、デマッピング部
４０３へ入力する。デマッピング部４０３は、下り信号をデマッピングする。なお、デマ
ッピング部４０３によるデマッピング処理は、アプリケーション部２０５から入力される
上位制御情報に基づいて行われる。デマッピング部４０３から出力された下り制御情報は
、デインタリーブ部４０４でデインタリーブされる。
【０１６３】
　ＰＤＣＣＨ復調部４０５は、後述するチャネル推定部４０９によるチャネル推定結果に
基づいて、デインタリーブ部４０４から出力された下り制御情報（ＤＣＩ）のブラインド
復号、復調、チャネル復号などを行う。具体的には、ＰＤＣＣＨ復調部４０５は、後述す
る候補数設定部４０８により設定された既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数に基づいてＣＳ
Ｓをブラインド復号し、共通制御情報を取得する。また、ＰＤＣＣＨ復調部４０５は、後
述する候補数設定部４０８により設定された既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数に基づいて
ＵＳＳをブラインド復号し、個別制御情報を取得する。
【０１６４】
　拡張ＰＤＣＣＨ復調部４０６は、後述するチャネル推定部４０９によるチャネル推定結
果に基づいて、デマッピング部４０３から出力された下り制御情報（ＤＣＩ）のブライン
ド復号、復調、チャネル復号などを行う。具体的には、拡張ＰＤＣＣＨ復調部４０６は、
後述する候補数設定部４０８により設定された拡張ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数に基づい
てＣＳＳをブラインド復号し、共通制御情報を取得する。また、拡張ＰＤＣＣＨ復調部４
０６は、後述する候補数設定部４０８により設定された拡張ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数
に基づいてＵＳＳをブラインド復号し、個別制御情報を取得する。
【０１６５】
　ＰＤＳＣＨ復調部４０７は、後述するチャネル推定部４０９によるチャネル推定結果に
基づいて、デマッピング部４０３から出力された下りデータの復調、チャネル復号などを
行う。具体的には、ＰＤＳＣＨ復調部４０７は、ＰＤＣＣＨ復調部４０５又は拡張ＰＤＣ
ＣＨ復調部４０６で取得された個別制御情報（例えば、ＤＬグラントなどの下りスケジュ
ーリング情報）に基づいて自端末に割り当てられたＰＤＳＣＨを復調し、自端末宛ての下
りデータ（下りユーザデータ及び上位制御情報）を取得する。
【０１６６】
　本実施の形態において、候補数設定部４０８は、上位制御情報として通知された候補数
設定情報に基づいて、既存ＰＤＣＣＨ用のサーチスペース候補数を設定し、ＰＤＣＣＨ復
調部４０５に入力する。また、候補数設定部４０８は、上位制御情報として通知された候
補数設定情報に基づいて、拡張ＰＤＣＣＨ用のサーチスペース候補数を設定し、拡張ＰＤ
ＣＣＨ復調部４０６に入力する。本発明のブラインド復号部は、ＰＤＣＣＨ復調部４０５
、拡張ＰＤＣＣＨ復調部４０６、候補数設定部４０８で構成される。
【０１６７】
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　具体的には、図７Ａに示すように、候補数設定部４０８は、候補数設定情報として通知
された既存ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数ａ、ｂ及びＵＳＳ候補数ｃ、ｄ、拡張ＰＤＣＣＨ
セット１用のＵＳＳ候補数ｅ、ｆをそのまま設定してもよい。一方、候補数設定部４０８
は、通知されたＣＳＳ候補数ａ、ｂをＣＳＳの合計候補数（例えば、ＡＬ４では「４」、
ＡＬ８では「８」）から減算して、拡張ＰＤＣＣＨ用のＣＳＳ候補数を設定してもよい。
また、候補数設定部４０８は、通知されたＵＳＳ候補数ｃ、ｄとＵＳＳ候補数ｅ、ｆとを
それぞれＵＳＳの合計候補数（例えば、ＡＬ１、ＡＬ２では「６」、ＡＬ４、ＡＬ８では
「２」）からを減算して、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のＣＳＳ候補数を設定してもよい。
【０１６８】
　また、図９Ａに示すように、候補数設定部４０８は、既存ＰＤＣＣＨ用及び拡張ＰＤＣ
ＣＨ用のＣＳＳ候補数を、ＣＳＳの合計候補数（ここでは、ＡＬ４では「４」、ＡＬ８で
は「２」）に対して、無線基地局１０から通知された比ｍを乗算した結果に基づいて算出
してもよい。また、候補数設定部４０８は、既存ＰＤＣＣＨ用及び拡張ＰＤＣＣＨ用のＵ
ＳＳ候補数を、ＵＳＳの合計候補数（ここでは、ＡＬ１、ＡＬ２では「６」、ＡＬ４、Ａ
Ｌ８では「２」）に対して、無線基地局１０から通知された比ｎを乗算した結果に基づい
て算出してもよい。また、候補数設定部４０８は、拡張ＰＤＣＣＨセット１及び２用のＵ
ＳＳ候補数を、比ｎの乗算結果にさらに比ｎ’を乗算した結果に基づいて算出してもよい
。
【０１６９】
　また、図１１－１６に示すように、候補数設定部４０８は、無線基地局１０から通知さ
れたパターン情報に関連づけられた組み合わせに従って、ＣＳＳ候補数及びＵＳＳ候補数
を設定してもよい。
【０１７０】
　また、図１７に示すように、候補数設定部４０８は、無線基地局１０から通知されたフ
ォーマット情報が指定するＤＣＩフォーマットを拡張ＰＤＣＣＨ復調部４０６に入力して
もよい。この場合、候補数設定部４０８は、既存ＰＤＣＣＨ用のＵＳＳ候補数、拡張ＰＤ
ＣＣＨセット１及び２用のＵＳＳ候補数を、ブラインド復号すべきフォーマット数の減少
に対応して増加させて、設定してもよい。
【０１７１】
　チャネル推定部４０９は、復調用参照信号（ＤＭ－ＲＳ）、測定用参照信号（ＣＲＳ、
ＣＳＩ－ＲＳ）などを用いてチャネル推定を行う。チャネル推定部４０９は、測定用参照
信号（ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ）によるチャネル推定結果をＰＤＣＣＨ復調部４０６に出力
する。一方、チャネル推定部４０９は、復調用参照信号（ＤＭ－ＲＳ）によるチャネル推
定結果をＰＤＳＣＨ復調部４０５及び拡張ＰＤＣＣＨ復調部４０６に出力する。ユーザ端
末２０に固有の復調用参照信号（ＤＭ－ＲＳ）を用いた復調により、ＰＤＳＣＨ及び拡張
ＰＤＣＣＨについては、ビームフォーミングゲインを得ることができる。
【０１７２】
　なお、図２４に示す本実施の形態の第５態様において、拡張ＰＤＣＣＨ復調部４０６は
、後述する候補数設定部４０８により設定される拡張ＰＤＣＣＨセット１用のサーチスペ
ース候補数（ＣＳＳ候補数及び／又はＵＳＳ候補数）と、所定のハッシュ関数を用いて定
められた開始位置とに基づいて、連続する所定数の拡張制御チャネル要素（ｅＣＣＥ）を
拡張ＰＤＣＣＨセット１用のサーチスペースとして決定して、ＤＣＩをブラインド復号し
てもよい。
【０１７３】
　また、図２４に示す本実施の形態の第５態様において、拡張ＰＤＣＣＨ復調部４０６は
、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のサーチスペースに割り当てられるｅＣＣＥのインデックス
番号を示すインデックス番号情報に基づいて、拡張ＰＤＣＣＨセット２用のサーチスペー
スを決定して、ＤＣＩをブラインド復号してもよい。この場合、インデックス番号情報は
、上位レイヤ制御情報としてＰＤＳＣＨ復調部４０７で復調されて拡張ＰＤＣＣＨ復調部
４０６に入力される。
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【０１７４】
　以上のように、本実施の形態に係る無線通信システム１によれば、無線基地局１０がユ
ーザ端末２０に対して候補数設定情報を通知し、ユーザ端末２０が、候補数設定情報に基
づいて設定された既存ＰＤＣＣＨ用のサーチスペース候補数と拡張ＰＤＣＣＨ用のサーチ
スペース候補数とに基づいて、ＤＣＩをブラインド復号する。したがって、既存ＰＤＣＣ
Ｈと拡張ＰＤＣＣＨとの少なくとも１つを用いてＤＣＩが送信される場合に適したサーチ
スペース候補数を設定可能でき、ブラインド復号回数を適切に調整できる。
【０１７５】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【０１７６】
１…無線通信システム
１０、１１、１２…無線基地局
２０…ユーザ端末
３０…上位局装置
４０…コアネットワーク
１０１…送受信アンテナ
１０２…アンプ部
１０３…送受信部
１０４…ベースバンド信号処理部
１０５…呼処理部
１０６…伝送路インターフェース
２０１…送受信アンテナ
２０２…アンプ部
２０３…送受信部
２０４…ベースバンド信号処理部
２０５…アプリケーション部
３００…上位制御情報生成部
３０１…データ生成部
３０２…チャネル符号化部
３０３…変調部
３０４…マッピング部
３０５…個別制御情報生成部
３０６…共通制御情報生成部
３０７…チャネル符号化部
３０８…変調部
３０９…制御チャネル多重部
３１０…インタリーブ部
３１１…測定用参照信号生成部
３１２…ＩＦＦＴ部
３１３…マッピング部
３１４…復調用参照信号生成部
３１５…ウェイト乗算部
３１６…ＣＰ挿入部
３１７…スケジューリング部
４０１…ＣＰ除去部
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４０２…ＦＦＴ部
４０３…デマッピング部
４０４…デインタリーブ部
４０５…ＰＤＣＣＨ復調部
４０６…拡張ＰＤＣＣＨ復調部
４０７…ＰＤＳＣＨ復調部
４０８…候補数設定部
４０９…チャネル推定部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７Ａ】 【図７Ｂ】

【図８Ａ】 【図８Ｂ】
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【図９Ａ】 【図９Ｂ】

【図１０】 【図１１】

【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】



(39) JP 2013-255209 A 2013.12.19

10

フロントページの続き

(72)発明者  ムー　チン
            中華人民共和国　１００１９０　北京市海澱区科学院南路２号融科資訊中心エイ座７層　都科摩（
            北京）通信技術研究中心内
(72)発明者  リュー　リュー
            中華人民共和国　１００１９０　北京市海澱区科学院南路２号融科資訊中心エイ座７層　都科摩（
            北京）通信技術研究中心内
(72)発明者  チン　ラン
            中華人民共和国　１００１９０　北京市海澱区科学院南路２号融科資訊中心エイ座７層　都科摩（
            北京）通信技術研究中心内
Ｆターム(参考) 5K067 AA13  BB21  DD11  DD34  EE02  EE10  GG11  JJ13 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

